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学
習
院
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
諏す

わ

ご
訪
御
本ほ
ん
 
じ地

』 

解
説
と
翻
刻

徳
田 

和
夫　

・　

間
枝 

遼
太
郎

【
解
説
】

日
本
の
文
芸
史
に
、
題
し
て
『
神し

ん
と
う
し
ゅ
う

道
集
』
と
い
う
書
が
あ
る
。
南
北
朝
時
代

の
文
和
・
延
文
年
間
（
十
四
世
紀
後
半
）
に
編
纂
さ
れ
た
。
巻
頭
に
「
安
居
院
作
」

と
記
し
て
お
り
、
天
台
宗
の
安あ

ぐ

い
居
院
流
の
説
法
集
団
が
編
ん
だ
と
推
さ
れ
、
書
中

に
は
国
々
の
寺
社
、
霊
場
の
由
来
物
語
を
配
し
て
い
る
。
仏
教
文
化
史
や
寺
社
縁

起
に
与く

み

す
る
者
は
閲け

み

し
て
然
り
。
ま
た
、
物ナ

ラ
ト
ロ
ジ
ー

語
学
や
説
話
・
伝
承
学
に
は
欠
か
せ

な
い
。
仏
・
菩
薩
が
日
本
で
は
神
と
し
て
顕
れ
た
と
の
本ほ

ん
ぢ
す
い
じ
ゃ
く

地
垂
迹
説
に
の
っ
と
っ

て
神
々
の
本
地
仏
を
説
き
、
ま
た
、
和わ

こ
う
ど
う
じ
ん

光
同
塵
思
想
に
よ
っ
て
そ
の
前ぜ

ん
し
よ
う生

（
前
世
）

は
人
間
で
あ
っ
た
と
物
語
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
様
式
の
物
語
を
本ほ

ん
じ
も
の

地
物
と
い
う
。
主
要
人
物
た
ち
が
苦
難
を
経
て
、

神
仏
に
転て

ん
し
ょ
う生

す
る
。
主
人
公
は
た
い
て
い
神
仏
の
申
し
子
で
あ
っ
た
り
す
る
。
か

か
る
一
生
は
た
び
た
び
そ
の
加
護
や
霊
験
に
恵
ま
れ
る
。
そ
し
て
長
寿
や
繁
栄
を

得
て
、
神
仏
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
も
と
の
世
界
に
も
ど
る
。
こ

れ
は
選
ば
れ
し
者
の
物
語
で
あ
り
、
中
世
の
人
び
と
は
こ
の
成
り
行
き
に
憧
れ
、

讃
え
た
。
こ
う
し
て
、
室
町
時
代
後
期
に
お
伽
草
子
（
室
町
物
語
）
は
本
地
物
を

積
み
上
げ
た
。（
１
）
ま
さ
に
諸
国
の
神
話
で
あ
り
、
地
域
の
豊
か
な
伝
承
が
顕
わ
と

な
っ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
信
濃
（
長
野
県
）
の
諏す

わ訪
上か

み
し
や社

・
下し

も
し
や社

の
神
の
来
歴
物
語
は
、
熊

野
権
現
の
『
熊
野
の
本
地
』
と
並
ん
で
聞
こ
え
、
と
も
に
『
神
道
集
』
に
始
ま
っ

て
い
る
。『
諏
訪
の
本
地
』
は
巻
十
第
五
十
話
「
諏
訪
縁
起
事
」
を
継
い
で
、
主

人
公
は
甲
賀
三
郎
と
い
う
。
そ
の
実
名
は
、『
神
道
集
』
を
享
け
た
系
統
は
諏よ

り
か
た方

と
す
る
。
対
し
て
、
西
国
や
南
九
州
の
諏
訪
信
仰
圏
で
成
立
し
た
系
統
で
は
兼か

ね
い
え家

と
い
う
。
便
宜
上
、
前
者
を
諏
方
系
、
後
者
を
兼
家
系
と
呼
ん
で
き
て
い
る
。
物

語
展
開
も
部
分
で
異
な
り
、
兼
家
系
が
先
行
す
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。（
２
）

さ
て
も
、
本
稿
で
は
係
る
諏
方
系
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
は
そ
の
物
語
を
あ
ら

す
じ
で
た
ど
っ
て
お
こ
う
。（３
）

近お
う
み江

国
甲こ

う
が
ぐ
ん

賀
郡
の
地
頭
権ご

ん
か
み
よ
り
た
ね

守
諏
胤
に
は
、
息
子
が
三
人
い
た
。
末
子
の
甲
賀
三

郎
諏よ

り
か
た方

は
、
父
か
ら
寵
愛
さ
れ
、
惣そ

う
り
よ
う領

の
地
位
を
得
る
。
父
の
死
後
、
三
郎
は

大や
ま
と
の
く
に

和
国
の
国
司
に
任
ぜ
ら
れ
て
、そ
こ
で
春か

す
が日

権
守
の
娘
春か

す
が日

姫
を
妻
に
迎
え
る
。

あ
る
時
、
伊い

ぶ
き
や
ま

吹
山
の
狩か

り
ば場

で
、
姫
は
行
方
知
れ
ず
と
な
る
。
三
郎
は
、
兄
二
人
と

と
も
に
姫
を
捜
す
た
め
に
、
全
国
の
山
々
を
尋
ね
廻
り
、
信し

な
の
の濃

国く
に

笹
岡
郡
の
蓼た

で

科し
な

山や
ま

の
人ひ

と

穴あ
な

で
姫
を
発
見
す
る
。
し
か
し
、
二
人
の
兄
の
策
略
に
よ
っ
て
、
三
郎
は

地
底
世
界
に
落
と
さ
れ
て
し
ま
い
、
艱
難
辛
苦
を
重
ね
つ
つ
、
地
底
国
を
放
浪
す

る
。
そ
し
て
、
最
後
に
訪
問
し
た
維ゆ

い
ま
ん
こ
く

縵
国
の
翁
の
娘
と
夫
婦
の
契
り
を
結
ん
だ
。

し
か
し
、
地
上
世
界
へ
の
帰
郷
の
念
が
募
り
、
三
郎
は
維
縵
姫
と
地
上
で
の
再

会
を
約
し
て
別
れ
、
地
上
を
目
ざ
す
。
十
年
後
、
道
中
で
は
多
く
の
苦
難
に
遭
遇

す
る
が
、
翁
と
姫
の
教
え
を
忠
実
に
守
る
こ
と
で
切
り
ぬ
け
、
地
上
に
出
る
。

と
こ
ろ
が
、
彼
は
子
ど
も
ら
の
騒
ぎ
声
で
、
か
ら
だ
が
蛇
体
に
変
じ
た
こ
と

を
知
っ
て
、
笹
岡
の
釈
迦
堂
の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。
折
し
も
堂
に
参
集
し
て

い
た
僧
た
ち
、
じ
つ
に
諸
方
の
神
々
の
談
義
を
聞
い
て
、
春
日
姫
が
無
事
で
あ
る

こ
と
や
、
蛇
身
を
脱
す
る
法
を
知
る
。
甲
斐
あ
っ
て
、
春
日
姫
と
再
会
を
果
た
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紀
要　

第
二
十
五
号

し
、
二
人
は
唐
に
渡
っ
て
神し

ん
め
い明

の
法
を
授
か
る
。
帰
国
の
後
、
三
郎
は
諏
訪
大

明
神
の
上
社
に
、
春
日
姫
は
下
社
に
顕
れ
た
。
二
人
の
本ほ

ん
じ地

仏
は
普ふ

げ
ん
ぼ
さ
つ

賢
菩
薩
と

千せ
ん
じ
ゆ
か
ん
の
ん

手
観
音
で
あ
る
。
維
縵
姫
を
は
じ
め
、
親
族
も
神
と
な
っ
て
顕
れ
た
。
な
お
、

諏
訪
神
は
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
（
群
馬
県
）
で
一
の
宮
の
鉾ほ

こ
ぬ
く抜

神
（
抜ぬ

き
ほ
こ鉾

明
神
。
現
在
の
貫ぬ

き
さ
き前

神
社
）

を
祀
り
あ
げ
た
。
ま
た
、
狩
猟
を
裁
許
し
、
神
文
「
業ご

う

深じ
ん

有う
じ
よ
う情

、
雖す

い

放ほ
う

不ふ
し
よ
う生

、

故こ
し
ゆ
く
に
ん
ぢ
ゆ
う

宿
人
中
、
同ど

う
し
よ
う
ぶ
つ
か

証
仏
果
」
を
授
け
た
、
…
。　

物
語
は
三
人
兄
弟
の
末ま

っ
し子

成
功
譚た

ん

で
あ
り
、
こ
れ
は
世
界
の
民
間
説
話
に
み
ら

れ
る
。
と
く
に
「
熊
の
ジ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
は
妻
女
奪
還
譚
で
あ
り
、
諏

訪
縁
起
、『
諏
訪
の
本
地
』
は
そ
の
仲
間
な
の
で
あ
っ
た
。（
４
）
さ
ら
に
、
甲
賀
三

郎
の
地
底
国
訪
問
は
、
英
雄
の
異
界
流
浪
、
化
け
物
退
治
、
美
女
奪
還
と
い
う
普

遍
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
っ
て
組
み
た
て
ら
れ
た
世

ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド

界
大
の
物
語
で
あ
る
。
諏
訪

社
の
信
仰
圏
で
は
、
各
地
の
甲
賀
三
郎
伝
説
は
ま
っ
た
き
霊
妙
な
物
語
ゆ
え
、
い

う
な
ら
ば
英
雄
神
話
で
あ
り
、
さ
ら
に
中
世
神
話
と
言
い
得
る
の
で
あ
っ
た
。（５
）

そ
の
伝
本
た
る
や
極
め
て
多
い
。
お
も
に
東
国
の
諏
訪
信
仰
圏
で
、
室
町
後
期

か
ら
江
戸
時
代
末
期
こ
ろ
ま
で
に
書
写
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。左
に
、「
諏
方
系『
諏

訪
の
本
地
』
諸
本
一
覧
」（
６
）
を
掲
げ
た
。
現
在
、
五
十
数
本
を
数
え
て
い
る
が
、

今
後
も
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

※※
諏
方
系
『
諏
訪
の
本
地
』
諸
本
一
覧
（
各
項
末
尾
に
書
写
地
・
伝
来
地
に
関

わ
る
情
報
を
記
し
た
）。

① 

永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
本
奥
書
・
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
写
『
諏
方

本
懐
』
高
野
山
正
智
院
蔵
（
注
①
）

②
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
写　

長
野
県
茅
野
市
茅
野
家
蔵

③
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
写
『
諏
訪
縁
起
物
語
』
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

④
近
世
初
期
頃
写
『
諏
訪
大
明
神
縁
起
』
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

⑤
近
世
前
期
頃
写
『
す
は
の
本
地
』
パ
リ
国
立
高
等
美
術
学
校
蔵
（
注
②
）

⑥
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
写　

長
野
県
長
野
市
松
代
町 

栗
本
家
蔵

⑦
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
写
『
諏
訪
の
本
地
』
石
川
透
氏
蔵
（
注
③
）

⑧
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
写
『
諏
訪
之
本
地
』
信
濃
長
谷
寺
蔵
（
注
④
）

⑨
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
写　

小
野
幸
氏
蔵

⑩ 

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
写
『
諏
訪
大
明
神
御
縁
記
』
名
古
屋
大
学
附
属
図

書
館
蔵
（
奥
書
に
「
信
諏
新
倉
村
」（
長
野
県
岡
谷
市
新
倉
区
）
と
あ
り
）

⑪
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
写
『
高
賀
三
郎
頼
方
伝
記
』
山
岸
徳
平
氏
旧
蔵

⑫ 

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
写
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
群
馬
県
館
林
市 

小

池
家
蔵

⑬ 

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
写
『
信
濃
国
諏
方
御
本
地
』
間
枝
遼
太
郎
蔵
（
表

紙
に
「
八
重
原
村
」（
長
野
県
東
御
市
八
重
原
）
と
あ
り
）

⑭ 

安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
写
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
長
野
県
茅
野
市 

茅

野
家
蔵

⑮ 

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
写
『
諏
訪
本
地
』
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
奥

書
に
「
信
州
更
科
郡
川
中
島
」（
長
野
県
長
野
市
川
中
島
町
）
と
あ
り
）

⑯ 

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
写 

間
枝
遼
太
郎
蔵
（
奥
書
に
「
内
川
村
」（
長
野

県
千
曲
市
内
川
）
と
あ
り
）

⑰
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
写
『
諏
方
大
明
神
由
来
記
』
間
枝
遼
太
郎
蔵

⑱ 

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
本
奥
書
・
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
写
『
甲
賀
三

郎
』
水
谷
不
倒
氏
旧
蔵
（
佐
久
市
下
越 

長
慶
寺
伝
来
）

⑲
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
写
『
諏
訪
之
御
本
地
』
初
谷
康
行
氏
蔵
（
注
⑤
）

⑳ 

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
写
『
諏
訪
之
御
本
地
』
中
島
仁
之
助
氏
旧
蔵
（
奥

書
に
「
甲
州
巨
摩
郡
吉
澤
村
」（
山
梨
県
甲
斐
市
吉
沢
）
と
あ
り
）

㉑ 
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
写
『
諏
訪
御
本
地
』
間
枝
遼
太
郎
蔵
（
奥
書
に

「
後
平
村
」（
長
野
県
小
諸
市
菱
平
後
平
）
と
あ
り
）

㉒ 

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
写
『
諏
訪
御
縁
記
』
間
枝
遼
太
郎
蔵
（
奥
書
に

「
信
濃
国
筑
摩
郡
松
本
平
高
遠
領
分
洗
馬
郷
古
見
村
」（
長
野
県
東
筑
摩
郡
朝
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図
書
館
蔵
『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

日
村
古
見
）
と
あ
り
）

㉓ 
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
写
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
間
枝
遼
太
郎
蔵

㉔ 
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
写
『
諏
訪
御
縁
記
』
間
枝
遼
太
郎
蔵
（
奥
書
に
「
信

州
筑
摩
郡
古
見
村
」（
長
野
県
東
筑
摩
郡
朝
日
村
古
見
）
と
あ
り
）

㉕ 

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
写
『
諏
訪
太
明
神
御
本
地
』
吉
田
幸
一
氏
旧
蔵
（
奥

書
に「
信
州
下
伊
奈
郡
遠
山
和
田
」（
長
野
県
飯
田
市
南
信
濃
和
田
）と
あ
り
）

㉖ 

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
本
奥
書
『
諏
訪
略
縁
記
』
茅
野
市
神
長
官
守
矢
史

料
館
守
矢
家
文
書
（
注
⑥
）

㉗
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
写
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
間
枝
遼
太
郎
蔵

㉘ 

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
写
『
諏
訪
御
本
地
』
学
習
院
女
子
大
学
図
書
館

蔵
（
奥
書
に
「
窪
林
村
」（
長
野
県
上
田
市
蒼
久
保
）
と
あ
り
）

㉙ 

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
写
『
諏
訪
甲
賀
三
郎
頼
方
御
油
来
記
』
県
立
長

野
図
書
館
蔵
（
奥
書
に
「
信
州
筑
摩
郡
塩
尻
組
下
西
条
村
」（
長
野
県
塩
尻

市
下
西
条
）
と
あ
り
）

㉚
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
本
奥
書
・
近
代
写 

長
野
県
岡
谷
市 

今
井
家
蔵

㉛ 

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
写
『
諏
訪
草
紙
』
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵
（
奥

書
に
「
信
州
水
内
郡
」
と
あ
り
）

32 

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
写
『
信
州
諏
訪
略
縁
起
』
間
枝
遼
太
郎
蔵
（
表
見

返
し
に
「
越
後
国
頸
城
郡
大
所
村
」（
新
潟
県
糸
魚
川
市
大
所
）
と
あ
り
）

33 

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
写
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
柳
田
國
男
氏
旧
蔵
（
裏

表
紙
に
「
宮
越
在
徳
音
寺
邑
」（
長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
日
義
徳
音
寺
）
と

あ
り
）

34 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
写
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
名
古
屋
大
学
附
属
図

書
館
蔵

35 

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
写
『
諏
訪
両
社
御
本
地
』
大
島
由
紀
夫
氏
蔵
（
裏

見
返
し
に
「
信
州
上
田
御
領
分
洗
馬
組
横
尾
村
枝
郷
戸
沢
」（
長
野
県
上
田

市
真
田
町
戸
沢
）
と
あ
り
）（
注
⑦
）

36 

文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
写
『
当
国
惣
社
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
柳
田
國
男

氏
旧
蔵

37 

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
写
『
信
州
諏
訪
大
明
神
縁
起
』
柳
田
國
男
氏
旧
蔵

（
奥
書
に
「
松
本
在
渚
村
」（
長
野
県
松
本
市
渚
）
と
あ
り
）

38 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
写
『
信
濃
国
諏
訪
両
社
御
本
地
』
柳
田
國
男
氏
旧

蔵
39 

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
写
『
諏
方
大
明
神
御
一
代
記
』
長
野
県
岡
谷
市 

平
福
寺
蔵
（
注
⑧
）

40
近
世
後
期
頃
写
『
諏
訪
御
本
地
』
徳
田
和
夫
蔵

41 

近
世
後
期
頃
写
『
諏
方
御
本
地
』
徳
田
和
夫
蔵
（
裏
表
紙
に
「
潮
尾　

新
翠

舎
」
と
あ
り
）

42
近
世
後
期
頃
写
『
諏
訪
御
本
地
』
市
古
貞
次
氏
旧
蔵

43 

近
世
後
期
頃
写
『
諏
訪
大
明
神
之
御
本
地
』
赤
木
文
庫
旧
蔵
（
高
野
辰
之
氏

旧
蔵
）

44
近
世
後
期
頃
写
『
諏
方
大
明
神
御
本
地
』
群
馬
県
沼
田
市 

金
子
家
蔵

45
近
世
末
期
頃
写
『
諏
訪
大
明
神
本
地
』
上
田
市
立
上
田
図
書
館
花
月
文
庫
蔵

46 

近
世
末
期
頃
写
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
群
馬
県
高
崎
市
吉
井
町 

大
沢
末

男
氏
蔵

47
近
世
末
期
頃
写
『
信
濃
国
諏
訪
両
社
縁
起
』
石
井
行
雄
氏
蔵

48
近
世
末
期
頃
写
『
諏
訪
之
御
本
地
』
吉
原
浩
人
氏
蔵

49 『
諏
訪
大
明
神
本
地
』
間
枝
遼
太
郎
蔵
（
奥
書
に
「
信
州
埴
科
郡
坂
木
枝
郷

四
ツ
谷
村
」（
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
坂
城
四
ツ
屋
）
と
あ
り
）

50
書
写
期
不
明
『
信
濃
国
諏
方
本
地
』
柳
田
國
男
氏
旧
蔵

51
書
写
期
不
明
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
赤
木
文
庫
旧
蔵

52 

書
写
期
不
明
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
北
城
嶺
方 
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
五
号

室
賀
家
蔵

53 
書
写
期
不
明
『
諏
訪
大
明
神
御
本
地
』
初
谷
康
行
氏
蔵

54 
書
写
期
不
明
『
諏
訪
之
本
地
』
沢
井
耐
三
氏
蔵

55 

書
写
期
不
明
『
諏
訪
之
本
地
』
県
立
長
野
図
書
館
蔵
（
奥
書
に
「
氷
熊
村
」、

裏
表
紙
に
「
信
州
更
級
郡
氷
熊
邑
」（
長
野
県
長
野
市
信
更
町
氷
ノ
田
氷
熊
）

と
あ
り
）

56 

書
写
期
不
明
『
信
州
諏
訪
大
明
神
御
本
地
由
来
記
』
福
島
県
双
葉
郡
川
内
村

伝
来
（
注
⑨
）

（
注
①
）
山
本
信
吉
編
『
高
野
山
正
智
院
経
蔵
史
料
集
成
三　

正
智
院
聖
教
目
録
下
巻
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
に
「
恐
ら
く
現
存
最
古
本
と
思
わ
れ
る
」（
四
一
六
頁
）
と
言
及

さ
れ
掲
げ
ら
れ
る
写
本
。
外
題
「
諏
方
大
明
神
縁
起
」、
内
題
「
諏
方
本
懐
」。
永
正
二
年
（
一

五
〇
五
）、
備
前
国
上
東
郡
の
西
大
寺
（
高
野
山
真
言
宗
別
格
本
山
）
で
書
写
さ
れ
た
も
の
。

永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
の
本
奥
書
に
は
「
信
州
佐
久
郡
大
井
庄
志
津
田
貞
松
山
於
二
福
王

寺
一
為
二
末
代
利
益
一
如
レ
形
令
二
書
写
一
畢
」（
引
用
は
前
掲
聖
教
目
録
に
よ
る
）
と
あ
り
、
十

五
世
紀
前
半
に
佐
久
の
望
月
地
区
の
福
王
寺
で
『
諏
訪
の
本
地
』
の
書
写
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
写
本
の
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
の
本
奥
書
は
吉
田
兼
倶

に
よ
る
も
の
で
、〈
諏
訪
明
神
の
苗
裔
の
上
原
氏
の
所
望
に
よ
っ
て
奥
書
を
加
え
た
〉
と
あ
る
。

（
注
②
）
奈
良
絵
本
。
中
巻
の
み
。

書
誌 http://w

w
w
.ensba.fr/ow

2/catzarts/voir.xsp?id=00101-81370

写
真 https://w

w
w
.photo.rm

n.fr/C.aspx?V
P3=SearchResult_V

Page&
ST

ID
=2C6

N
U
0A

W
Z2J76

（
注
③
）石
川
透
編『
室
町
物
語
影
印
叢
刊
一
二　

諏
訪
の
本
地
』（
三
弥
井
書
店
、二
〇
〇
三
年
）

に
影
印
収
載
。
同
書
解
題
に
よ
れ
ば
石
川
氏
は
『
諏
訪
の
本
地
』
の
写
本
を
十
本
以
上
所
持

さ
れ
て
い
る
由
。

（
注
④
）
林
雅
彦
・
中
西
満
義
・
山
下
哲
郎
「
信
濃
長
谷
寺
資
料
（
三
）―
『
諏
訪
之
本
地
』

の
解
題
お
よ
び
翻
刻
―
」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
三
百
三
十
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）

に
翻
刻
収
載
。

（
注
⑤
）『
沙
羅
書
房
古
書
目
録
』
103
号
（
令
和
三
年
十
二
月
、
写
真
版
、
109
番
）。
同
書
目
の

閲
覧
調
査
の
御
許
可
を
賜
わ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
古
書
肆
の
目
録
で
は
『
福
地

書
店
目
録
』（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）
に
し
ば
し
ば
掲
載
を
見
て
い
る
。

（
注
⑥
）
目
録
番
号
八
二
三
。
本
奥
書
に
「
文
政
八
乙
酉
歳
菊
月
上
旬
写 

信
州
駒
場
村
関
洞

亭
山
田
氏
」
と
あ
り
、
信
濃
国
伊
那
郡
駒
場
村
（
長
野
県
下
伊
那
郡
阿
智
村
駒
場
）
で
写
さ

れ
た
本
の
系
統
に
連
な
る
写
本
（
あ
る
い
は
右
の
奥
書
が
書
写
奥
書
で
あ
れ
ば
、
駒
場
村
で

写
さ
れ
た
本
そ
の
も
の
）
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
注
⑦
）
大
島
由
紀
夫
「
安
政
五
年
写
『
諏
訪
両
社
御
本
地
』
解
題
・
翻
刻
」（『
群
馬
高
専
レ

ビ
ュ
ー
』
第
三
十
八
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
翻
刻
収
載
。

（
注
⑧
）
小
林
崇
仁
「
岡
谷
市
平
福
寺
蔵
『
諏
方
大
明
神
御
一
代
記
』
翻
刻
と
解
題
」（『
蓮
花

寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』
第
十
三
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
翻
刻
収
載
。

（
注
⑨
）
鈴
木
三
恵
「
未
公
開
『
信
州
諏
訪
大
明
神
御
本
地
由
来
記
』
翻
刻
と
考
察
」（『
日
本

思
想
史
研
究
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
に
翻
刻
収
載
。

【
参
考
文
献
】

横
山
重
・
太
田
武
夫
校
訂
『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
二
（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
八
年
）

柳
田
國
男
「
甲
賀
三
郎
の
物
語
」（『
文
学
』
第
八
巻
第
十
号
、
一
九
四
〇
年
十
月
）

松
本
隆
信
「
増
訂
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」（
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
『
御

伽
草
子
の
世
界
』
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
）

徳
田
和
夫
「「
諏
訪
の
本
地
」
の
伝
流
―
甲
賀
三
郎
譚
の
一
帰
結
―
」（『
お
伽
草
子
研
究
』
三

弥
井
書
店
、
一
九
八
八
年
）

大
島
由
紀
夫
「
諏
方
系
「
諏
訪
縁
起
」
の
展
開
―
上
州
と
の
往
還
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
伝
承
文

学
研
究
会
令
和
元
年
度
大
会
（
於
長
野
県
立
大
学
、
二
〇
一
九
年
九
月
八
日
）
発
表
資
料
）

右
の
よ
う
に
伝
本
は
広
域
で
書
写
さ
れ
て
実
に
多
く
、
諸
本
は
中
世
後
期
以
降

の
本
地
物
世
界
に
お
い
て
一
大
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。

000-043332-縦-P31-52_徳田和夫様・間枝遼太郎様.indd   34000-043332-縦-P31-52_徳田和夫様・間枝遼太郎様.indd   34 2023/02/22   8:43:192023/02/22   8:43:19



― 35 ―

学
習
院
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

そ
こ
に
あ
っ
て
、
本
書
『
諏
訪
御
本
地
』
は
奥
書
を
有
し
、「
天
保
十
一
年
／

窪
林
村
／
子
正
月
吉
日
」
と
記
し
て
い
る
。
天
保
十
一
年
は
西
暦
一
八
四
〇
年
に

当
た
る
。
な
お
、
窪く

ぼ
ば
や
し林

村
は
、
か
つ
て
は
上
田
藩
領
に
在
り
、
近
代
は
長
野
県

小ち
い
さ
が
た
ぐ
ん

県
郡
に
属
し
、
現
在
は
上
田
市
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
（
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

20
長
野
県
、
一
九
九
〇
年
）。
そ
の
地
で
『
諏
訪
御
本
地
』
は
、
祭
礼
と
と
も
に
信

仰
の
よ
す
が
と
し
て
伝
来
し
て
き
た
。
そ
の
、
い
わ
ば
聖
典
が
巡
り
廻
っ
て
、
東

京
の
古
書
肆
が
売
り
立
て
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
二
〇
一
六
年
度
に
学
習
院
女
子
大

学
図
書
館
の
蔵
書
と
な
っ
た
。
同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
は
明
治
通
り
に
面
し
、
そ

こ
か
ら
北
側
を
見
遣
る
と
諏
訪
町
交
差
点
で
あ
る
。
こ
の
地
名
は
江
戸
時
代
か
ら

諏
訪
神
社
が
存
す
る
こ
と
に
よ
る
。
本
書
が
そ
の
近
く
の
文ふ

み
ぐ
ら庫

に
帰
し
た
の
は

随か
み
な
が
ら

神
の
こ
と
と
言
う
べ
き
や
。

本
書
が
他
本
に
比
し
て
際
立
つ
の
は
、
目
録
を
備
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
頼
方
系
の
諸
本
に
お
い
て
唯
一
の
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。物
語
展
開
を「
序
」、

「
前
篇
」、「
後
篇
」
に
分
け
、
各
篇
に
お
い
て
順
に
「
〜
の
事
」
と
題
し
て
い
る
。

「
序
」
を
置
い
て
い
る
の
は
特
異
で
あ
る
。
そ
の
詞
章
は
、
本
地
物
の
冒
頭
に
よ

く
み
る
も
の
で
短
い
が
、
語
り
始
め
を
そ
う
括
り
、
三
行
開
け
て
目
録
題
を
置
く

の
は
、
内
容
が
神
話
の
ご
と
く
、
襟
を
正
す
べ
き
と
強
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

目
録
題
は
前
篇
が
十
二
、
後
篇
が
七
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
物
語
が
十
九
の
亊

柄
で
成
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
、
た
と
え
ば
物
語
草
子
を
語
り
物
に
編
み
直
す
場

合
、
目
安
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
段
物
の
形
成
、
成
立
に
参
与
す
る
。
ち
な
み
に
、

本
地
物
を
語
り
物
に
編
み
直
し
た
事
例
に
、こ
れ
も
『
神
道
集
』
に
始
発
す
る
『
赤

城
山
御
本
地
』
の
諸
本
が
伝
わ
る
。（７
）

そ
の
一
本
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
写
『
赤
城
根
元
記
』（
８
）
と
、
本
書
は
目

録
の
立
て
方
が
類
似
す
る
。「

ニ
」
と
記
し
て
、
欠
か
せ
ぬ
事
柄
を
明
示
す
る

の
も
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
両
者
は
本
文
の
字
体
も
似
て
お
り
、
天
保
年
間
ご
ろ
、

東
信
と
西
上
州
の
一
帯
で
は
、
本
地
物
テ
キ
ス
ト
の
書
写
は
関
係
し
あ
う
こ
と
も

あ
っ
た
か
と
推お

す
こ
と
も
で
き
よ
う
。（９
）

加
え
て
、
本
書
は
表
記
の
面
で
独
特
で
あ
る
。
訛
り
が
多
々
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
換
言
す
る
と
、
東
信
の
中
・
近
世
の
音
韻
を
伝
え
る
資
料
た
り
得
て
い
る
。

近
世
の
標
準
的
な
日
本
語
の
イ
音
を
エ
音
に
、
逆
に
エ
音
を
イ
音
に
発
音
し
、
表

記
す
る
の
は
よ
く
見
る
が
、
さ
ら
に
は
「
の
た
ま
ふ
（
宣
ふ
、
の
給
ふ
）
を
「
ぬ

た
も
ふ
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
北
信
、
中
信
の
伝
本
に
は
み
ら
れ
な
い
。

総
じ
て
、
地
域
の
か
つ
て
の
声
が
い
き
い
き
と
し
て
い
る
。（
10
）
そ
れ
は
ま
た
、

神し
ん
し
ょ
く

職
が
祭
礼
や
祭
祀
の
お
り
に
、
在
郷
民
に
誦
み
聞
か
せ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
、
す
な
わ
ち
本
地
物
が
民
間
の
口
頭
伝
承
と
な
っ
て
広
ま
っ
て
い
く
過
程
を

想
起
さ
せ
る
。

一
旦
、
筆
を
擱お

く
に
あ
た
っ
て
、
十
六
世
紀
後
期
成
立
の
法
華
経
談
義
書
『
直

談
因
縁
集
』（
11
）
に
載
る
説
話
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
甲
賀
三
郎
譚
と
み
て
よ
い
。

長
文
で
あ
り
、
物
語
草
子
の
ご
と
き
縁
起
書
を
簡
略
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

は
、「
鷹
」「
都
」「
シ
ン
セ
ン
淵
（
＝
神
泉
苑
）」「
二
条
」
と
あ
り
、「
ク
ワ
ン
町
」

は
「
諏（

ス
ハ
）訪

町
」
の
誤
写
と
推
さ
れ
、『
京
雀
』（
寛
文
五
年
〈
一
六
六
四
〉
刊
）
が
い

う
「
諏
訪
の
町
」（
巻
二
）
を
指
す
と
判
じ
ら
れ
、（
12
）
さ
ら
に
「
鷹
野
」
と
も
あ
っ

て
、兼
家
系
『
諏
訪
の
本
地
』
に
係
る
放
鷹
の
伝
書
の
ご
と
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一 

、
浄
心
信
敬

ニ
付

テ
。
都
ニ
、
左
中
将
助
通

ト
云
人
、
鷹

ヲ
透

（
マ
マ
）玉

フ
也
。
時
、
鷹
野

へ

出
テ
ヽ

、
山
野
カ
ケ
廻

ニ
、
風
穴

ヲ
不
レ
知
、
馬
乗
。
然

ル
ニ

落
入
也
。
ア
ツ
ト
思

ト

モ
不
叶
一
入

ニ
、
見

レ
ハ

、
此
世
界

ノ
如
也
。
是
、
何

ナ
ル

所
ト

奇
特

ニ
思
、
能
々
見

玉

フ
ニ

、
家
造
ヨ
ロ
シ
キ
也
。
有

ル
所

ヲ
見

ル
ニ

、
中
将

ヲ
見
奉

リ
、
頻

ニ
請

シ
申
。
何
方

人
、
問

ニ
、
我

ハ
都

ノ
者
也
。
左
中
将
子

ト
云

云
。
何
方

モ
栖

ナ
レ
ハ

、
此
方

ニ
御
座

シ
候

へ
。
我
聟

ニ
成

玉
へ

、
ト
云

云
。
頻

ニ
留
申
、
鈍
色

ノ
カ
リ
キ
ヌ

ヲ
持
来

テ
奉

ル
。
是

コ
ソ

我
ム
ス
メ
ニ

候
、

ト
云

テ
、
美
人
一
人
出
也
。
活
計
無
二
申
斗
一
。
サ
レ
ハ
、
楽

ニ
誇

テ

留
玉
ヘ
リ

。
有
時
、
中
将
、
サ
テ
モ
是

ハ
何

ナ
レ
ハ

此
間
、
我
、
此

ニ
住
、
都

ヲ
思
出

000-043332-縦-P31-52_徳田和夫様・間枝遼太郎様.indd   35000-043332-縦-P31-52_徳田和夫様・間枝遼太郎様.indd   35 2023/02/22   8:43:192023/02/22   8:43:19



― 36 ―

学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
五
号

テ
、
シ
ユ
ト

ニ
対

シ
テ

、
我
、
古
郷
恋

キ
故

ニ
、
都

ニ
帰

ン
、

ト
云

云
。
時
、
尤
也
。
我
々

モ
、
近
日
、
シ
ン
セ
ン
淵

ノ
辺

ニ
行

ン
ト

存
候
、

ト
云

テ
、
巍
々
堂

ニ々
衣
将

ヲ
成

シ
、

太
刀

ヲ々
持

セ
、
供
数
多
ツ
レ
テ
至

ル
也
。
時
、
即
、
都
シ
ン
セ
ン
ヱ
ン
辺

ニ
至

ル
。
時
、
供

ヲ
多
ツ
レ
候

テ
ハ

ア
シ
カ
リ
ナ
ン
ト
思
、
一
両
人
ツ
レ
テ
、
二
条

ヲ
過

キ
テ

、
ク
ワ
ン
町

ヲ
行

ニ
、
町
童

ト
モ

、
サ
テ
モ
此

ニ
来

ル
蛇

ハ
、
大

ナ
ル

ヘ
ヒ
哉
、

ト
云

云
。
時
、
中
将
、
サ
テ
ハ
我

ハ
、
此
間

ハ
ヘ
ヒ

ニ
成

ル
。
言
語
﹇
道
断
﹈ノ
事
哉

ト
思

イ
、

有
木
陰

ニ
忍

ヒ
、
日

ヲ
暮

シ
テ

、
夜

ヲ
マ
キ
レ

ニ
、
我
父
屋
形

へ
至

テ
見

玉
フ
ニ

、
饗
営

ア
リ

。

山
門

ヨ
リ

貴
僧

ヲ
請
奉

ル
。
時
、
能
々
聞

ケ
ハ

、
人
々
申
事
、
ハ
ヤ
率
度
ナ
カ
ラ
第

三
年

ニ
成

ル
。
中
将
イ
タ
ハ
シ
、
何
所

ニ
シ
テ

死
玉
フ

乎
、
ナ
ト
ヽ
申

ス
。
時
、
サ
テ

モ
奇
特
也
。
サ
テ
我

ヲ
ハ

死
タ
ル

思
イ

、
訪

ニ
預

ル
。
軅

テ
、
何
月

ノ
何
日
、
都

ヲ
鷹
野

へ
出

カ
、
今
日
其

ノ
日
也
。
サ
テ
ハ
三
年
成

ル
思

イ
、
辺
忍

玉
フ
ニ

、
法
花

ヲ
講
読
有

ル

時
、
此
淨
心
信
敬
等

ノ
文

ヲ
説

キ
玉
フ
ヲ

聞
、
信

シ
テ

不
レ
生
二
疑
惑

ヲ
一
者
、
三
悪
趣

ニ

ハ
不
レ
可
堕
一
云
。
是

ヲ
聞

テ
、
深
信

テ
思
入
。
時
、
任
運

ト
エ
ホ
シ
モ
落
、
鈍
色

ノ

カ
リ
キ
ヌ
落

ル
也
。
時

キ
、
供

ニ
来

ル
者
、
ハ
ヤ
帰
ラ
ン
、
ト
テ
其
ノ
任
帰

ル
也
。

時
、
中
将
、
此
間
蛇
成

ル
、
サ
テ
モ
口
惜
哉
。
乍
去
、
カ
リ
キ
ヌ
等
、
任
運
落

事
、
邪
執

ヲ
ヌ
ク
ト
思

テ
、
定
如
本
一
、
人
形
成

ン
ト

思
召
、
夜
半

ノ
比
、
参
内
ト

ト
云

云
。
誰
人
、

ト
云

テ
出

ル
ニ

、
左
中
将
也
、

ト
云

云
。
時
、
是
ハ
幽
霊
歟
、

ト
不
審

ニ
思

イ
、
驚
事
無
レ
限
。
シ
ツ
マ
リ
候
ヘ
。
如
此
一

ト
云

云
。
時
、
其

ノ
由

ヲ
聞

テ
、
サ

テ
ハ
、ト

云
云
。
時

キ
、浄
心
等
文

ヲ
聞

テ
深

メ
、現

ニ
蛇
身

ヲ
転
シ
テ
人
身

ト
成

ル
故

ニ
、

ト
云

テ
、
此
事
無
レ
隠
一
。
サ
レ
ハ
、
人
々
、
此
一
品

ヲ
習
、
読
書

キ
、
守

ニ
懸

ナ
ト
云

云
。

サ
レ
ハ
人
身

ヲ
仏
果
身

ト
転

ン
事
、
尤
也

云
云
。（
巻
五 

提
婆
品
）

注１ 

柳
田
國
男
「
甲
賀
三
郎
の
物
語
」（『
物
語
と
語
り
物
』、
全
集
７
）。

筑
土
鈴
寛
「
神
道
集
と
近
古
小
説
」（『
日
本
演
劇
史
論
叢
』
一
九
三
七
年
。
著
作
集
３
『
中
世
・

宗
教
藝
文
の
研
究
一
、
二
、
一
九
七
六
年
、
せ
り
か
書
房
）。

松
本
隆
信
「
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
（
一
）
〜
（
三
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
９
・

11
・
13
、
一
九
七
一
年
、
一
九
七
四
年
・
一
九
七
六
年
。
転
載
、『
中
世
に
お
け
る
本
地
物

の
研
究
』
一
九
九
六
年
、
汲
古
書
院
）。

福
田
晃
『
神
道
集
説
話
の
成
立
』（
一
九
八
四
年
、
三
弥
井
書
店
）。 

徳
田
和
夫
「
中
世
神
話
論
の
可
能
性
」「
中
世
神
話 

再
論
」「『
諏
訪
の
本
地
』
の
伝
流
」（『
お

伽
草
子
研
究
』
一
九
八
八
年
、
三
弥
井
書
店
）。

村
上 

学
『
中
世
神
道
物
語
』（
神
道
大
系 

文
学
編
二
、一
九
八
九
年
九
月
、神
道
大
系
編
纂
会
）。

市
古
貞
次
「
本
地
物
雑
感
」、
徳
江
元
正
「
蚕
と
馬
―
注
釈
と
御
伽
草
子
―
」、
徳
田
「『
月
日

の
本
地
』
の
典
拠
小
考
」（
同
、
右
月
報
86
）。

村
上 「
神
道
集
」（
岩
波
講
座 

日
本
文
学
と
仏
教
８
、
一
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
）。

徳
田
「
東
日
本
の
在
地
と
伝
承
―
室
町
後
期
の
『
鼠
の
草
子
絵
巻
』
に
み
る
東
国
文
化
―
」（
講

座
日
本
の
伝
承
文
学
７
、徳
田
和
夫
・
菊
地
仁
・
錦 

仁
編
『
在
地
伝
承
の
世
界
』
一
九
九
九
年
、

三
弥
井
書
店
）。

大
島
由
紀
夫
「
神
道
集
の
縁
起
叙
述
」（
中
世
文
学
と
隣
接
諸
諸
学
８
、
徳
田
編
『
中
世
の
寺

社
縁
起
と
参
詣
』
二
〇
一
三
年
、
竹
林
舎
）。『
神
道
縁
起
物
語
（
二
）』（
伝
承
文
学
資
料
集

成
６
、
二
〇
〇
二
年
、
三
弥
井
書
店
）。

佐
藤
喜
久
一
郎
「『
神
道
集
』
と
そ
の
矛
盾
―
複
数
の
『
上
野
国
』
の
た
め
に
―
」（SFN

RJ_

K
O

29
）。

福
田
「
諏
訪
の
中
世
神
話
―
神
道
集
の
時
代
―
」、徳
田
「「
七
不
思
議
」
の
中
世
伝
承
―
巷
説
、

そ
し
て
諏
訪
と
天
王
寺
―
」、
大
島
「『
神
道
集
』
の
中
の
諏
訪
と
上
州
」、
二
本
松
康
宏
「
諏

訪
縁
起
の
変
容
―
陬
波
大
王
か
ら
甲
賀
三
郎
へ
―
」（
福
田
・
徳
田
・
二
本
松
編
『
諏
訪
信

仰
の
中
世
―
神
話
・
伝
承
・
歴
史
』
二
〇
一
五
年
九
月
、
三
弥
井
書
店
）。

２ 

注
１
松
本
著
。
と
く
に
（
三
）
に
お
け
る
「
諏
方
系
と
兼
家
系
の
関
係
」。

３ 

徳
田
「
諏
訪
の
本
地
」（
徳
田
編
『
お
伽
草
子
事
典
』
二
〇
〇
二
年
九
月
、
三
弥
井
書
店
）。

校
訂
本
に
松
本
隆
信
編「
諏
訪
の
本
地
―
甲
賀
三
郎
物
語
―
」解
説
、新
潮
日
本
古
典
集
成『
御

伽
草
子
集
』
一
九
八
〇
年
、
新
潮
社
）
が
あ
り
、
底
本
は
「
天
正
十
三
年
の
古
写
本
（
茅
野
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学
習
院
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

光
英
氏
蔵
）
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
物
語
の
古
写
本
の
通
例
と
し
て
誤
脱
の
個
所
が
少
な
く

な
い
の
で
、同
系
の
寛
永
二
年
写
本（
京
都
大
学
蔵
）に
よ
っ
て
補
い
な
が
ら
本
文
を
作
っ
た
」

と
あ
る
。

４  

三
原
幸
久
「
熊
の
ジ
ョ
ン
」（
稲
田
浩
二
・
大
島
建
彦
・
川
端
豊
彦
・
福
田
晃
・
三
原
幸
久
編
『
日

本
昔
話
事
典
』
一
九
七
七
年
一
二
月
、
弘
文
堂
）。

注
１
福
田
書
。

坂
井
弘
紀
「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
日
本
の
民
話
・
伝
承
の
比
較
研
究
の
た
め
に
」（『
和
光
大

学
表
現
学
部
紀
要
』
16
、
二
〇
一
六
年
三
月
）。

５  「
中
世
神
話
」
の
術
語
と
し
て
使
用
は
、角
川
源
義
「
私
の
民
話
論
―
上
野
国
の
中
世
神
話
―
」

（
日
本
の
民
話
３
『
神
々
の
物
語
』
一
九
七
三
年
十
月
、
角
川
書
店
。
角
川
源
義
全
集
３
、
一

九
八
四
年
、
同
）
が
始
め
で
あ
ろ
う
。
以
降
、
藤
井
貞
和
「
御
伽
草
子
に
お
け
る
物
語
の
問

題
―
中
世
神
話
と
語
り
と
―
」、
長
谷
川
政
春
「
性
と
僧
房
―
稚
児
へ
の
祈
り
―
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
39
・
５
〈
特
集
・
物
語
文
学
そ
の
構
造
と
本
質
〉、
一
九
七
四
年
一
月
）、
山

本
ひ
ろ
子
『
中
世
神
話
』（
一
九
九
八
年
、
岩
波
新
書
）、
注
１
徳
田
書
「
中
世
神
話
論
の
可

能
性
」「
中
世
神
話 

再
論
」。
福
田
・
徳
田
・
二
本
松
編
著
、
福
田
「
諏
訪
の
中
世
神
話
―
神

道
集
の
時
代
―
」。
徳
田
「
続
「
人
臭
い
」
話
資
料
稿
」（『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』
23
、
二

〇
二
一
年
三
月
）、
等
。

６  

間
枝
遼
太
郎
「
近
世
に
お
け
る
甲
賀
三
郎
譚
と
国
譲
り
神
話
」（
伝
承
文
学
研
究
会
〈
東
京

例
会
〉〉
発
表
、
二
〇
二
二
年
五
月
二
二
日
）。
こ
れ
を
基
に
、
こ
の
た
び
新
た
に
一
覧
を
作

成
し
た
。

７ 

注
１
福
田
書
。

都
丸
十
九
一
『
赤
城
山
民
俗
記
』（
一
九
九
二
年
、
煥
乎
堂
）。

青
木
祐
子
「
新
出
資
料 

後
藤
家
本
『
伊
香
保
縁
起
』『
赤
城
大
明
神
縁
起
』『
水
沢
縁
起
』
に

つ
い
て
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
67
、
二
〇
一
八
年
八
月
）」。

８ 

注
１
大
島
書
。

内
山
侑
子
「
史
料
紹
介 

『
赤
城
根
元
記
』 

」（『
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
43
、
二
〇
二

二
年
三
月
）、「
語
り
本
系
『
赤
城
山
縁
起
』
の
変
容
―
『
赤
城
根
元
記
』
を
中
心
に
―
」（
伝

承
文
学
研
究
会
令
和
四
年
度
大
会 

発
表
、
二
〇
二
二
年
九
月
十
一
日
、
於
・
高
崎
経
済
大
学
）。

ち
な
み
に
兼
家
系
『
諏
訪
の
本
地
』
を
説
経
・
古
浄
瑠
璃
化
し
た
作
品
が
あ
る
。
坂
口
弘
之

「『
す
わ
の
ほ
ん
ぢ
兼
家
』
と
『
か
う
が
の
三
郎
か
ね
家
』・
資
料
紹
介
『
か
う
が
の
三
郎
か
ね

家
」（『
街
道
の
語
り
物 

古
浄
瑠
璃
・
説
経
研
究
―
近
世
初
期
芸
能
事
情
―
』二
〇
二
〇
年
五
月
、

和
泉
書
院
）。
ま
た
、錦
絵
に
歌
川
国
芳
画
『
信
濃
国
住
人
望
月
三
郎
兼
舎
』（
一
枚
）
が
あ
る
。

段
物
の
形
成
に
つ
い
て
、
説
経
の
三
段
構
成
か
ら
六
段
構
成
へ
の
展
開
は
、
徳
田
「
説
経
説

き
と
初
期
説
経
節
の
構
造
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
２
、
一
九
七
六
年
三
月
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
な
お
、物
語
に
お
け
る
話
題
標
記「
こ
れ
は
○
○
の
物
語
。
さ
て
お
き
申
し
…
」

は
、
幸
若
舞
曲
『
満
仲
』
に
「
是

（
こ
れ
）は

津
の
国
多
田
の
里
の
事
。
扨

（
さ
て
）も

」、『
烏
帽
子
折
』
に
「
是

は
筑
紫
の
物
語
」、『
十
番
切
』
に
「
是
は
鷹
が
岡
の
事
」
な
ど
と
あ
り
、さ
ら
に
お
伽
草
子
（
室

町
物
語
）
に
も
み
ら
れ
る
。『
熊
野
御
本
地
』（
神
道
物
語
集
一
）
の
中
巻
末
尾
に
「
是
は
御

水
殿
御
さ
い
期
物
語
な
り
」
と
、ま
た
『
花
世
の
姫
』
に
「
そ
れ
は
扨
お
き
ぬ
。
…
」
と
あ
る
。

９  

二
本
松
康
宏
「
諏
訪
縁
起
の
風
景
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
69
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）
は
、
頼

方
系
の
成
立
に
東
信
と
西
上
州
抜
鉾
神
信
仰
圏
の
結
び
つ
き
を
論
じ
る
。
近
世
以
降
の
本
地

物
テ
キ
ス
ト
類
の
書
写
も
同
方
法
を
採
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。

10  

馬
瀬
良
雄
「
方
言
よ
も
や
ま
話
」 :

『
文
化
の
諸
相
』:

上
田
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
学
科
公

開
講
座
、
二
〇
〇
六
年
七
月
」
104
頁
）。

11  

廣
田
哲
通
・
阿
部
泰
郎
・
田
中
貴
子
・
小
林
直
樹
・
近
本
謙
介
編
『
日
光
天
海
蔵 

直
談
因
縁

集 

翻
刻
と
索
引
』
一
九
九
八
年
十
月
、
和
泉
書
院
）。

12 
福
田
「
諏
訪
縁
起
の
展
開
―
甲
賀
三
郎
譚
の
成
長
―
」（
注
１
福
田
書
）。

徳
田
「「
七
不
思
議
」
の
中
世
伝
承
―
巷
説
、そ
し
て
諏
訪
と
天
王
寺
―
」（
注
１
福
田
・
徳
田
・

二
本
松
編
著
）
222
頁
。

二
本
松
「
諏
訪
縁
起
と
『
諏
訪
の
本
地
』
―
甲
賀
三
郎
の
子
ど
も
た
ち
の
風
景
―
」（
中
世
文

学
と
隣
接
諸
諸
学
８
、
徳
田
編
『
中
世
の
寺
社
縁
起
と
参
詣
』
二
〇
一
三
年
、
竹
林
舎
）。

二
本
松
泰
子
『
中
世
鷹
書
の
文
化
伝
承
』（
二
〇
一
三
年
二
月
、
三
弥
井
書
店
）。「
諏
訪
貞
助
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
五
号

の
鷹
書
―
諏
訪
信
仰
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
114
・
11
、
二
〇
一
三
年
十

一
月
）。 

（
以
上
、
解
説
）

＊ 

学
習
院
女
子
大
学
図
書
館
よ
り
翻
刻
の
掲
載
許
可
（2022.10.26

記
）
を
た
ま
わ
り
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

＊ 

本
稿
を
成
す
に
際
し
、
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
員
の
粂
汐
里
氏
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
諏
訪
御
本
地　

書
誌
】

作
品
名
『
諏
訪
の
本
地
』、
書
名
『
諏
訪
御
本
地
』。

写
本
。
袋
綴
装
、
一
冊
。

天
地
25
・
６
×
15
・
７
㎝

表
紙
題
簽 

12
・
４
×
３
・
０
㎝　
「
諏
訪
御
本
地 

序
」（
墨
書
）。

内
題
「
諏
訪
御
本
地
前
篇
」（
表
紙
見
返
し
墨
書
）。

本
文
料
紙 

楮
紙
。

丁
数
、
51
紙
。

本
文
行
数
、
半
丁
８
行
。

字
高
17
・
５
㎝
。

奥
書
「
諏
訪
御
本
地
後
篇
終
り
／
天
保
十
一
年
／
窪
林
村
／
子
正
月
吉
日　

　

山
越
氏　
（
花
押
）
／
年
々
の
月
待
日
待
の
／
た
の
し
み
に
／
悪
筆
な
れ
ど

／
う
つ
し
置
／
か
な
」
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学
習
院
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

図版①　表紙

図版②　（右）表紙見返し、（左）前篇目録

図版③　（右）同上、（左）序文前半
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
五
号

図版④　同前（右）序文末尾、（左）前篇本文

図版⑤　（右）前篇終り、（左）後篇目録

図版⑥　（右）後篇本文末尾・奥書、（左）奥書続き
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学
習
院
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

【
翻
刻 

凡
例
】

一 
、
原
本
の
テ
キ
ス
ト
の
体
裁
を
重
ん
じ
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
沿
わ
ぬ
場
合
や

訛
記
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一 

、
紙
幅
の
都
合
上
、
本
文
は
追
い
込
み
で
掲
げ
、
改
丁
箇
所
は
「（
一
オ
）」
の

よ
う
に
示
し
て
改
行
し
た
。
な
お
、
目
録
見
出
し
、
和
歌
、
偈
な
ど
の
箇
所
に

は
底
本
に
即
し
て
改
行
や
字
下
げ
を
施
し
た
。

ま
た
、
巻
頭
の
「
序
」
は
二
ウ
の
四
行
目
で
終
わ
り
、
目
録
題
ま
で
四
行
ア
ケ

て
い
る
が
、
一
行
ア
ケ
で
示
し
た
。

一
、
読
解
の
便
宜
の
た
め
、
私
に
句
読
点
を
、
さ
ら
に
中
黒
（
中
点
）
を
付
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一 

、「
二
」「
三
」「
八
」
を
字
母
と
す
る
仮
名
は
、
捨
て
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ

る
箇
所
以
外
に
お
い
て
は
平
仮
名
「
に
」「
み
」「
は
」
と
し
て
翻
字
し
た
。

一
、
底
本
に
付
さ
れ
た
ル
ビ
は
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

一 

、
二
十
三
ウ
ラ
の
目
録
題
の
「
…
満ゆ

う
ま
ん遊

国
…
」
は
「
…
遊ゆ

う

満ま
ん

国
…
」
と
あ
る
べ

き
だ
が
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一
、
三
十
三
丁
ウ
ラ
は
空
白
で
あ
る
た
め
省
略
し
た
。

【
翻
刻
】

諏
訪
御
本
地
前
篇

目
録

一    

甲
賀
三
郎
頼
方
出
生
之
事

一    

甲
賀
三
郎
頼
方
京
都
へ
御
登
之
事

一    

甲
賀
三
郎
頼
方
伊
吹
山
巻
狩
之
事

一    

甲
賀
三
郎
頼
方
頼
平
頼
只
諸
国
嶽

ヲ
尋
ぬ
る
事

一    

宮
内
判
官
諫
言
之
事

　
　

并
ニ

頼
方
立
科
山
へ
趣
く
事
」 （
一
オ
）

一    

甲
賀
治
郎
悪
心
之
事

　
　

并
ニ

吉
田
兵
衛
姫
を
助
る
事

一    

甲
賀
三
郎
頼
方
御
歎

キ
之
事

　
　

并
ニ

遊
満
国
へ
出
さ
せ
た
も
ふ
事

一    

甲
賀
三
郎
頼
方
遊
満
国

ニ
養
子

ノ
事

　
　

并
ニ

日
本

え
出
さ
せ
た
も
ふ
事
」 （
一
ウ
）

　
　
　
　

 

序

抑
、
我
朝
と
申
は
、
須
弥
山
の
南
の
方
、
南な

ん

閻い
ん

浮ぶ

提だ
い

大
日
本
国
と
云
也
。
天
神
七

代
地
神
五
代
の
御
末す

へ

の
尊み

こ
とを

ば
、
う
か
や
ふ
き
あ
わ
せ
づ
の
尊
と
申
奉
る
。
此
尊

よ
り
天
下
を
た
も
ち
た
も
ふ
事
、
八
十
三
万
六
千
四
年
也
。
そ
れ
よ
り
人
皇
の
帝み

か
ど

を
ば
、
神
武
天
皇
と
申
た
て
ま
つ
る
。」 （
二
オ
）

日
向
国
梅
の
山
を
ひ
ら
け
て
、
梶か

ぢ

の
葉
を
き
り
は
ら
い
、
宮
造
り
玉
ふ
。
然
る
に

信
濃
国
諏
訪
大
明
神
の
由
来
を
く
わ
し
く
尋
る
に
、

一    

甲
賀
三
郎
頼
方
出
生
之
事
」 （
二
ウ
）

き
や
う
し
や
う
天
皇
の
み
よ
に
、
近
江
国
甲
賀
郡
か
ん
な
が
ら
の
子
孫
に
、
五
代

の
そ
ん
甲
賀
権
正
と
て
、
御
子
三
人
も
ち
た
も
ふ
。
嫡
子
甲
賀
太
郎
頼
平
、
次
男
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
五
号

治
郎
頼
只
、
三
男
三
郎
頼
方
と
て
、
い
づ
れ
も
帝
の
お
ん
気
し
き
目
出
度
わたら
せ

た
ま
い
け
る
。あ
る
年
の
は
る
の
こ
ろ
、甲
賀
権
正
か
ぜ
の
心
地
と
な
り
た
ま
へ
、」 

（
三
オ
）

今
を
か
き
り
と
見
へ
た
も
ふ
。
さ
る
ほ
ど
に
、
三
人
の
君
達
を
召
連
仰
け
る
は
、

太
郎
を
東
の
方
に
館
を
達
、
東
殿
と
よ
ば
る
べ
し
。
治
郎
は
西
の
方
に
館
を
達
、

西
殿
と
よ
ば
る
べ
し
。三
郎
は
此
家
に
て
母
に
そ
へ
て
ね
ん
ご
ろ
に
こ
う
〳
〵
し
、

中
殿
と
よ
ば
る
べ
し
。
扨
ま
た
三
人
の
所
領
の
事
、
太
郎
は
下
野
・
常
陸
・
陸む

奥つ

三
ヶ
国
」 （
三
ウ
）

を
た
も
つ
べ
し
。
治
郎
は
飛
騨
・
若
狭
・
越
前
三
ヶ
国
を
た
も
つ
べ
し
。
三
郎
は

大
殿
な
れ
ば
、
近
江
・
美
濃
・
尾
張
・
参
河
・
遠
江
・
甲
斐
・
駿
河
七
ヶ
国
を
た

も
つ
べ
し
と
ゆ
い
け
れ
。
か
た
く
を
ふ
せ
ら
れ
、
む
な
し
く
成
せ
た
ま
へ
け
る
。

か
く
て
兄
弟
三
人
は
、
さ
ま
〴
〵
を
ん
と
む
ら
へ
な
さ
れ
け
る
。
三
十
五
日
と
も

ふ
す
に
は
、
御
母
上
も
か
せ
の
こ
ゝ
ち
と
な
り
。」（
四
オ
）

た
ま
へ
、
つ
ゑ
に
む
な
し
く
な
り
た
も
ふ
。
さ
て
あ
る
べ
き
に
あらざ
れ
ば
、
む
し

や
う
の
け
む
り
と
な
り
た
ま
い
け
り
。

　
　

頼
方
京
都

江
御
登
之
事

扨
、
翌
年
の
は
る
よ
り
も
、
頼
方
京
へ
登
、
帝
へ
さ
ん
た
い
な
さ
れ
て
、
昼
は
ひ

め
も
す
、
夜
も
す
が
ら
、
御
奉
公
を
ぞ
な
さ
れ
け
る
。
帝
御
感
か
き
り
な
く
、
四

年
ト

申
春
、」（
四
ウ
）

おお

んん

い
と
ま
た
ま
わ
り
て
、
此
ほ

ド
の
忠
節せ

つ

と
て
、
山
城
守
に
な
さ
れ
け
る
。
北

陸
道
の
惣
社
を
た
ま
は
り
、
北
陸
道
し
ば
ら
く
を
く
な
れ
ば
、
先
大
和
国
へ
入
、

春
日
権
正
舘

江
立
よ
ら
せ
た
ま
い
け
る
。
帝
ゟ
追
て
大
和
国

ヲ
たまわ
り
け
る
。
頼

方
い
よ
〳
〵
な
な
め
な
ら
ず
を
ぼ
し
め
し
、
春
日
の
宮

江
参
り
つ
ゝ
、
七
日
七
夜

御
神
楽

ヲ
ま
へ
ら
せ
」（
五
オ
）

け
る
。
権
頭
む
す
め
十
七
歳
に
な
り
た
も
ふ
を
、し
や
く
に
た
ゝ
せ
た
ま
い
け
り
。

山
城
守
を
よ
き

ニ
も
て
な
し
た
ま
へ
け
る
。
彼
の
姫
詩し

い

哥か

官く
わ
ん
け
ん

弦
に
心
をよせ
、
御
す

が
た
た
ぐ
ひ
な
き
姫
君
に
て
わ
た
ら
せ
た
も
ふ
。
頼
方
、
ひ
め
ぎ
み
に
向
へ
た
ま

へ
て
、
御
身
い
か
な
る
人
と
問
た
ま
へ
ば
、
権
正
娘
に
て
候
と
あ
り
け
れ
ば
、
頼

方
よ
ろ
こ
び
、
此
姫
を
こ
へ
と
つ
て
北
の
」（
五
ウ
）

方
に
な
さ
ば
や
と
権
守
に
乞こ

い

た
ま
へ
ば
、
権
頭
よ
ろ
こ
び
た
ま
い
、
頓
て
姫
を
つ

か
わ
し
け
る
。
頼
方
よ
ろ
こ
び
、
そ
れ
よ
り
も
近
江
国
へ
か
い
り
け
る
。

　
　

頼
方
伊
吹
山
巻
狩
之
事

か
く
て
頼
方
は
偕か

い

老ろ
う

同ど
う

向こ
う

あ
さ
か
ら
ず
、
か
ゝ
る
め
で
た
き
を
り
な
れ
ば
、
い
ざ

や
巻
狩
し
て
あ
そ
ば
ん
と
、
伊
吹
山
に
て
七
日
が
内
」 （
六
オ
）

ま
き
が
り
を
こ
そ
な
さ
れ
け
る
。
北
の
方
も
同
道
に
て
、
山
中
に
舘
を
立
、
北
の

方
を
お
き
ま
へ
ら
せ
、
御
前
へ
巻
を
ろ
し
み
せ
た
て
ま
つ
る
。
同
太
郎
次
郎
も
同

道
あ
り
。
惣
て
そ
の
せ
へ
一
千
余
人
、
わ
れ
お
と
ら
じ
と
な
り
わ
び
け
る
。
か
ゝ

る
所
へ
大

キ
な
る
鹿
、
舘
の
前
に
き
た
り
け
る
。
そ
れ
ぬ
が
す
な
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、

上
の
山
へ
ぞ
あ
が
り
け
る
。」（
六
ウ
）

其
時
大
風
ば
つ
と
ふ
き
、
北
の
か
た
の
御
ざ
所
へ
、
う
つ
く
し
き
そ
ふ
し
三
さ
つ

吹
い
り
た
り
。
則
手
に
取
見
れ
ば
、
ふ
し
ぎ
や
、
此
そ
う
し
三
人
の
こ
ど
も
と
へ

ん
じ
、
北
の
か
た
を
ひ
き
た
て
、
辰
巳
の
方
へ
ぞ
う
せ
に
け
る
。
兵

つ
は
も
のど

も
是
を
み

て
、
こ
れ
は
い
か
に
と
き
も
を
け
し
、
三
郎
殿

江
参
り
つ
ゝ
、
此
由よ

し

か
く
と
か
た

り
け
れ
ば
、」（
七
オ
）

頼
方
や
が
て
は
せ
か
へ
り
、
舘
の
方
を
み
た
ま
へ
ば
、
さ
ら
に
姫
は
な
か
り
け
り
。

今
は
は
や
命
い
き
て
せ
ん
な
し
と
、
天
に
あ
ふ
か
れ
地
に
ふ
し
て
、
な
け
き
た
も

ふ
ぞ
と
ふ
り
な
れ
。
そ
れ
よ
り
伊
吹
山
へ
ぞ
か
へ
り
け
る
。
春
日
権
頭
に
此
よ
し

か
く
と
語
り
た
ま
へ
ば
、
夫ふ

う

婦ふ

の
人
は
兎
角
の
へ
ん
じ
ま
し
ま
さ
ず
、」（
七
ウ
）

頼
方
泪
を
お
し
と
め
、
此
上
は
わ
れ
命
か
き
り
に
、
日
本
は
さ
て
お
き
唐
天
竺
迄

も
た
つ
ね
べ
し
と
仰
け
れ
ば
、
権
頭
た
の
も
し
く
お
も
わ
れ
け
り
。
扨
其
後
に
、

頼
方
精せ

う
し
ん進

け
つ
さ
い
に
て
、
春
日
社

江
さ
ん
ろ
あ
り
。
御
神
楽
を
ま
へ
ら
せ
、
魔

王
に
と
ら
れ
し
我
が
ひ
め
お
あ
ん
よ
に
守
ら
せ
た
ま
へ
と
、
ふ
か
く
き
せ
へ

ヲ
掛
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図
書
館
蔵
『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

給
ふ
」（
八
オ
）

ゆ
い
に
、
春
日
明
神
お
ん
の
う
じ
ゆ
ま
し
〳
〵
て
、
不
食
飽
満
と
云
玉
を
頼
方
に

と
ら
せ
よ
と
御
神
宅
ま
し
〳
〵
て
、
神
も
あ
が
ら
せ
た
ま
へ
け
る
。
頼
方
難
有
と

を
し
い
た
ゞ
き
、
扨
権
頭
に
申
さ
れ
し
は
、
今
度
ま
か
り
い
づ
る
よ
り
命
い
き
て

か
い
り
な
ば
、姫
を
つ
れ
て
か
へ
り
し
と
お
ぼ
し
め
し
候
へ
と
、暇
乞
し
て
出
」（
八

ウ
）

給
ふ
。
其
と
き
頼
方
先ま

つ
あ
に
と
の

兄
殿
た
ち
へ
も
ふ
さ
れ
し
わ
、
是
ま
で
の
御
同
伴

ニ
よ
ろ

こ
び
入
て
候
な
り
。
こ
れ
よ
り
お
ん
か
へ
り
候
へ
と
仰
け
る
。
い
や
〳
〵
何
国
迄

も
も
ろ
と
も
に
た
つ
ね
め
ぐ
り
申
さ
ん
と
た
の
も
し
く
申
さ
れ
つ
ゝ
、

　
　

頼
方
頼
只
頼
平
諸
国
嶽
尋
事

さ
れ
ば
頼
方
は
同
勢
五
百
余
騎
に
し
」（
九
オ
）

て
、
日
本
山
々
た
け
〳
〵
残
な
く
た
づ
ね
た
も
ふ
ぞ
こ
と
わ
り
な
れ
。
先
山
城
国

に
彦
の
嶽
、
紀
伊
国
に
大
峯
、
椿ツ

バ

木キ

、
吉
野
の
嶽
、
伊
勢
国
に
鈴
鹿
の
嶽
、
粟あ

わ

津

の
嶽
、
筑ち

く

紫し
の

国
に
は
彦
根
が
嶽
ま
で
た
づ
ね
た
ま
へ
と
さ
ら
に
な
し
。
是
よ
り
坂

東
に
く
た
ら
ん
と
、
北
陸
道
に
さ
し
か
ゝ
り
、
越
前
に
は
か
い
ず
の
嶽
、」（
九
ウ
）

越
中
に
立
山
、
越
後
に
明
光
山
、
佐
渡
に
は
北
山
、
陸
奥
に
は
た
つ
こ
つ
が
嶽
ま

で
尋
、
常
陸
の
国

ニ
は
筑
波
山
、
下
野
の
国

ニ
わ
日
光
山
、
上
野
国

ニ
は
前
山
、
い

か
お
が
嶽
、
信
濃
国

ニ
は
浅
間
ヶ
嶽
、
甲
斐
国

ニ
は
白
根
が
嶽
、
駿
河
国
に
ふ
し

の
高
根
迄
尋
た
づ
ね
ま
わ
れ
ど
さ
ら
に
な
し
。
今
は
力
に
お
よ
ば
づ
と
、
何
国
を

あ
て
に
」（
十
オ
）

尋
べ
し
と
、
な
け
き
た
も
ふ
ぞ
こ
と
わ
り
な
れ
。

　
　

宮
内
判
官
諫
言
の
事

　
　
　

頼
方
立
科
山
へ
趣
く
事

時
に
め
の
と
の
宮
内
判
官
申
け
る
は
、
ま
こ
と
や
ら
ん
、
信
濃
国
立
科
の
嶽
と
申

て
醜す

ご

き
山
あ
り
。
彼
の
山

ニ
大

キ
な
る
人
穴
あ
る
と
う
け
た
ま
わ
る
。」（
十
ウ
）

こ
れ
お
御
ら
ん
候
得
と
申
け
れ
ば
、
頼
方
よ
ろ
こ
び
、
彼
の
立
科
の
嶽

江
ぞ
へ
そ

ぎ
た
も
ふ
。
嶽
に
も
な
れ
ば
大

キ
な
る
人
穴
有
。
人
間
の
通
る
べ
き
よ
ふ
さ
ら
に

な
し
。
そ
の
時
、
頼
方
ゑ
の
ち
を
し
む
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
み
な
〳
〵
に
言
附
、
藤

を
と
ら
せ
、
籠
お
組
て
、
七
筋
八
筋
の
綱
を
付
、
此
籠
に
よ
り
か
た
乗
り
た
ま
へ
、

五
百
余
人
」（
十
一
オ
）

の
人
々
に
綱
を
と
ら
せ
、
穴
の
そ
こ
へ
入
た
も
ふ
。
そ
の
と
き
仰
け
る
よ
ふ
は
、

さ
て
此
綱
を
う
ご
か
す
と
き
は
ひ
き
あ
ぐ
る
べ
し
と
ぬ
た
ま
へ
て
、
右
の
手
に
は

不
食
飽
満
と
い
ふ
春
日
明
神
よ
り
た
ま
わ
り
し
玉
を
も
ち
、
左
り
の
手
に
は
け
ん

と
ふ
り
き
と
い
ふ
つ
る
ぎ
お
も
ち
、
穴
の
内
へ
ぞ
入
給
ま

江
け
り
。」（
十
一
ウ
）

　
　

治
郎
悪
心
の
事

　
　
　

吉
田
兵
衛
姫
を
助
る
事

扨
も
、
こ
の
不
食
飽
満
と
申
玉
に
五

ツ
の
徳
あ
り
。
一

ツ
に
わ
、
物
を
く
わ
す
と

ひ
だ
る
く
な
し
。
二

ツ
に
わ
、
衣
裳
を
き
ず
と
さ
む
く
な
し
。
三

ツ
に
わ
、
火
に

入
て
も
あ
つ
く
な
し
。
四

ツ
に
わ
、
水
に
入
て
お
ぼ
れ
ず
。
五

ツ
に
わ
、
魔
王
に

お
ふ
て
み
つ
け
ら
れ
」（
十
二
オ
）

ず
。
此
五

ツ
の
と
く
あ
る
玉
を
持
給
ふ
ゆ
へ
、
十
方
を
じ
ゆ
う
じ
ざ
へ
に
ゆ
き
た

も
ふ
。
さ
て
三
十
四
五
丁
ほ
と
い
り
て
み
た
ま
へ
ば
、い
う
〳
〵
た
る
橋
ぞ
あ
り
。

大
き
な
る
御
堂
あ
り
。
大

キ
な
る
畳た

ゝ
み

石
あ
り
。
そ
の
う
へ
に
お
ち
つ
き
た
も
ふ
。

穴
の
底
は
く
ら
け
れ
ど
、
玉
と
剣
の
ひ
か
り
に
て
明
ら
か
に
み
へ
に
け
る
。
お
く

を
さ
し
て
い
り
た
ま
い
ば
、
細
き
道
に
ぞ
」（
十
二
ウ
）

出
た
も
ふ
。
五
里
程
行
て
み
た
ま
へ
ば
、
び
や
う
〳
〵
し
た
る
池
ぞ
あ
り
。
又
大

キ
な
る
お
ど
う
あ
り
。
三
重
の
塔
も
あ
り
。
竹
藪
の
中
に
細
き
道
あ
り
。
そ
れ
を

す
き
て
め
た
ま
へ
ば
、
八

ツ
む
ね
造
り
に
結
構
し
檜
皮
葺
の
御
所
も
あ
り
。
ゑ
ん

に
あ
が
り
て
見
た
給
へ
ど
、人
壱
人
も
な
か
り
け
り
。
頼
方
ふ
し
ぎト

テお
ぼ
し
め
し
、

表
の
」（
十
三
オ
）

間
の
し
や
う
じ
を
あ
け
て
見
た
給
へ
ば
、女
の
こ
ゑ
に
て
法
花
経
の
提だ

へ

波ば

を
よ
み
、

又
観

く
わ
ん
を
ん
き
や
う

音
経
も
読
た
も
ふ
。
よ
く
〳
〵
き
け
ば
春
日
姫
の
声
な
り
。
さ
て
は
あ
や
し
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紀
要　

第
二
十
五
号

く
お
ぼ
し
め
し
、
い
そ
ぎ
入
て
み
た
ま
へ
ば
、
か
の
お
ん
き
や
う
お
泪
と
と
も
に

よ
ん
で
を
わ
し
ま
す
。
頼
方
大

キ
に
よ
ろ
こ
び
、
ふ
し
き
に
こ
れ
迄
参
り
た
り
。

は
や
〳
〵
」（
十
三
ウ
）

か
へ
ら
せ
た
ま
へ
と
あ
り
。姫
君
は
た
も
と
に
す
か
り
、こ
れ
は
ゆ
め
か
や
う
つ
ゝ

か
や
と
、
只
さ
め
〴
〵
と
な
き
た
も
ふ
。
や
ゝ
あ
り
て
、
こ
の
国
は
ゑ
か
な
る
国

と
問
た
ま
へ
ば
、
お
ん
ぎ
国
と
そ
申
也
。
主
の
名
わ
と
問と

い

た
ま
い
ば
、
主
わ
を
り

ふ
し
豊
後
国
軍
士
の
ひ
め
き
み
、
よ
き
人
と
聞
及
、
と
つ
て
来
り
つ
ゝ
なの

し
が
あ

い
て
に
せ
ん
と
取
に
ゆ
」（
十
四
オ
）

か
れ
た
も
ふ
と
仰
け
る
。
さ
て
わ
よ
き
を
り
ふ
し
、
い
そ
ぎ
か
へ
る
べ
し
と
、
姫

君
を
か
た
に
か
け
、
右み

ぎ

の
所
へ
か
へ
り
つ
ゝ
、
畳
石
の
う
へ
な
る
籠
に
ふ
た
り
な

が
ら
乗
り
、
や
く
そ
く
の
綱
を
う
ご
か
し
た
ま
へ
ば
、
あ
り
し
も
の
ど
も
こ
ゝ
ろ

い
て
、
ゑ
い
や
〳
〵
と
ひ
き
あ
ぐ
る
。
お
の
〳
〵
よ
ろ
こ
び
た
ま
へ
つ
ゝ
、
穴
の

そ
こ
ふ
し
ぎ
の
事
」（
十
四
ウ
）

ど
も
、
ささ

ま
〳
〵
と
か
た
り
給
ふ
。
や
ゝ
あ
つ
て
、
姫
君
仰
け
る
は
、
あ
ま
り
に

い
そ
ぎ
候
と
て
、
ね
ば
く
よ
み
た
て
ま
つ
り
こ
ん
て
い
の
や
く
し
き
や
う
、
大
国

ニ
て
も
ち
あ
そ
び
ゆ
い
せ
ん
と
い
ふ
文
書
、
又
み
づ
か
ら
が
た
か
ら
に
て
候
唐
の

鏡
、
こ
れ
ら
を
わ
す
れ
候
と
お
ふ
せ
け
れ
ば
、
頼
方
き
こ
し
め
し
、
や
す
き
と
い

の
事
と
て
ま
い
ら
せ
そ
ふ
」（
十
五
オ
）

ら
わ
ん
と
、
又
め
も
と
の
籠
に
乗
、
穴
の
底
へ
ゑ
り
た
も
ふ
は
、
う
ん
の
つ
き
と

ぞ
み
へ
に
け
り
。
さ
る
ほ
ど
に
、
次
良
頼
只
心
の
う
ち
に
思
ふ
よ
ふ
、
弟
の
三
郎

に
世
を
と
ら
れ
、
む
ね
ん
は
れ
や
ら
ん
。
三
郎
を
う
し
な
へ
世
を
と
ら
ぱ
や
と
お

も
へ
、
太
郎
殿
に
た
い
め
ん
、
此
よ
し
か
く
と
か
た
り
た
ま
へ
ば
、
頼
平
も
無む

益や
く

と
わ
」（
十
五
ウ
）

お
も
い
ど
も
、
な
ん
じ
は
か
ら
い
し
だ
い
と
ぬ
た
も
ふ
て
、
甲
賀
郡
へ
か
へ
ら

る
ゝ
。
と
き
に
治
郎
、
か
ご
の
綱
を
き
つ
て
を
と
し
、
三
郎
の
乳め

の

母と
の

宮
内
判
官
家

頼
が
く
び
お
は
ね
、
残
る
め
ん
〳
〵
い
か
に
と
あ
れ
れ
ば
、
と
も
か
く
も
お
ふ
せ

に
し
た
が
い
奉
と
云
け
る
。
そ
れ
よ
り
も
次
良
殿
、
春
日
姫
を
う
ち
つ
れ
て
、
近

江
国
へ
か
い
り
つ
ゝ
、」（
十
六
オ
）

姫
君
に
仰
け
る
は
、
今
日
よ
り
三
郎
が
事
お
お
も
い
き
り
、
そ
れ
が
し
に
あ
い
な

れ
た
ま
い
と
お
ふ
せ
け
れ
ば
、
姫
は
此
よ
し
き
ゝ
た
ま
い
、
こ
わ
な
ささ

け
な
き
お

ふ
せ
か
な
。
み
な
人
わ
志

こ
ゝ
ろ
さ
しの

な
ら
い
に
て
、
う
ち
と
け
る
人
も
あ
り
。
又
う
ち
と

け
ぬ
心
こ
と
も
あ
り
。
み
づ
か
ら
に
お
へ
て
わ
、
ゆ
め
〳
〵
か
ぬ
ふ
ま
じ
。
あ
る

い
わ
き
や
う
お
よ
み
、
文
書
連
歌
に
心
」（
十
六
ウ
）

お
よ
せ
し
も
、
只
義

リ
慈
悲
道
お
ふ
に
よ
つ
て
の
こ
と
な
る
べ
し
。
ま
こ
と
に
古

人
の
詞
に
も
、
け
ん
じ
ん
二
君
に
つ
か
へ
ず
、
貞
女
両
夫
に
ま
み
へ
ず
と
う
け
た

ま
わ

（
マ
マ
）

り
な
き
ち
き
り
と
い
ゝ
な
が
ら
、
な
さ
け
の
ふ
か
き
三
郎
殿
お
い
つ
し
か
わ

す
れ
、
お
ん
身
に
こ
ゝ
ろ
を
よ
せ
ん
事
、
思
へ
も
よ
ら
の
事
な
る
べ
し
。
お
や
兄

弟
の
す
じ
」（
十
七
オ
）

め
お
し
ら
ぬ
大
悪
人
、
天
命
い
か
で
の
か
る
べ
し
と
、
つ
い
に
な
び
き
た
ま
わ
ざ

り
。
治
郎
大
に
は
ら
を
お
た
ち
、
其
義
あ
る
な
ら
ば
、
い
そ
ぎ
う
し
な
い
も
ふ
さ

ん
と
、
美
濃
浦
と
い
ふ
川
ば
た
に
て
こ
ろ
し
も
ふ
す
ぞ
な
さ
け
な
し
。
切
人
の
奉

行
山
田
左
近
家
利
に
申
付

ル
。
し
ゆ
く
ん
の
仰か

う

力り
き

に
不
及
、
姫
君
お
引
つ
れ
」（
十

七
ウ
）

て
川
ば
た

江
い
で
に
け
り
。
ひ
め
き
み
仰を

ふ
せけ

る
よ
ふ
は
、
と
く
〳
〵
き
ら
せ
た
も

ふ
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
、
少
の
い
と
ま
た
び
た
ま
へ
と
、
法
花
経
の
提
波
お
高
ら

か
に
よ
み
た
も
ふ
。
お
つ
る
泪
の
ひ
ま
よ
り
も
、
そ
れ
法
花
経
の
く
ど
く
は
一
世

一
句
と
う
け
た
ま
わ
る
。
じ
ゆ
し
と
く
じ
ゆ
は
申
に
お
よ
ば
づ
、
そ
の
う
へ
五
十

天
の
づ
い
き
そ
く
ど
く
」（
十
八
オ
）

と
つ
た
へ
け
れ
ば
、
み
づ
か
ら
つ
る
ぎ
に
か
ゝ
る
事
、
後
生
前
生
う
た
が
い
な
し

と
、
西
に
む
か
い
て
手
お
あ
わ
せ
、
南
無
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
、
ね
が
わ
く
は
人

穴
に
お
わ
し
ま
す
我
つ
ま
と
、
ひ
と
つ
は
ち
す
に
む
か
い
と
ら
せ
た
ま
へ
や
と
、

な
み
だ
と
共
に
ぬ
た
ま
へ
ば
、
そ
の
と
き
た
ち
と
り
め
も
く
ら
み
、
心
も
き
ゆ
れ
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『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

と
、
お
ん
う
し
ろ
に
た
ち
む
か
へ
」（
十
八
ウ
）

お
の
れ
う
た
ん
と
し
た
り
し
が
、
法
花
経
の
く
ど
く
に
や
、
十
羅
施
三
十
番
神
の

お
ん
恵
に
や
、
吉
田
兵
衛
家
長
と
申
者
、
壱
人
の
兵つ

わ

士も
の

引
つ
れ
て
は
せ
き
た
り
。

其
人姫

助た
す
け奉

れ
と
声
〴
〵
に
よ
ば
わ
つ
た
り
。
た
ち
と
り
は
し
ば
ら
く
太
刀
を
ひ
か

へ
た
り
。
か
く
て
吉
田
兵
衛
、
姫
君
を
中
に
と
り
巻
、
こ
の
姫
こ
ろ
し
申
さ
ん
事

思
も
」（
十
九
オ
）

よ
ら
す
、
そ
う
〳
〵
此
方
へ
わ
た
す
べ
し
。
ゑ
ぎ
に
お
よ
ぶ
と
太
刀
取
共
に
ぬ
が

さ
じ
と
、
一
と
う
に
申
け
る
。
そ
の
時
左
近
申
よ
ふ
、
わ
れ
ら
も
さ
よ
ふ
は
お
も

へ
と
も
、
主
命
な
れ
ば
ぜ
ひ
も
な
し
。
尤
わ
た
し
申
べ
し
と
、
姫
君
お
わ
た
し
け

り
。
そ
れ
よ
り
も
吉
田
兵
衛
は
姫
ぎ
み
お
馬
に
乗
せ
、
大
和
国
権
頭
に
渡
し
た
て

ま
つ
る
。
お
ん
よ
ろ
こ
び
」（
十
九
ウ
）

は
か
ぎ
り
な
し
。
さ
れ
ば
此
吉
田
兵
衛
と
云
者
は
、
姫
君
日
比
め
し
使つ

か
い給

ひ
し
普ふ

抱だ
い

の
人
也
。
参
河
国

ニ
て
此
事
お
聞
、ゑ
そ
き
は
せ
の
ほ
り
、お
ん
命
た
す
け
し
事
、

ひ
と
へ
に
義
理
忠
孝
深
し
と
み
な
人
こ
れ
を
か
ん
じ
け
れ
。
扨
又
山
田
左
近
は
や

か
た
に
か
い
り
、
次
郎
殿
に
こ
の
よ
し
か
く
か
た
れ
ば
、
頼
只
」（
二
十
オ
）

立り
つ

腹ふ
く

ま
し
ま
せ
ど
、
せ
ん
か
た
な
く
ぞ
く
ら
し
け
る
。
扨
夫
よ
り
も
姫
君
は
、
春

日
の
社
へ
ま
へ
り
つ
ゝ
、
き
み
や
う
て
う
ら
い
な
む
春
日
大明神
、
こ
ゑ
ね
が
わ
く

は
、い
ま
一
度
人
穴
に
お
わ
し
ま
す
わ
が
つ
ま
に
め
く
り
あ
わ
せ
て
た
ひ
玉
へ
と
、

ふ
か
く
き
せ
い
を
掛
た
も
ふ
。
明
神
の
お
ん
恵
に
や
、
姫
君
の
命
な
が
ら
へ
、
終

に
め
く
り
あ
へ
た
も
ふ
な
り
。」（
二
十
ウ
）

　
　

頼
方
御
歎
の
事

　
　
　

遊
満
国

江
出
さ
せ
た
も
ふ
事

扨
、
又
甲
賀
三
郎
よ
り
か
た
は
、
穴
の
そ
こ
な
る
御
堂
へ
ま
へ
り
、
夫
よ
り
畳
石

迄
か
へ
り
み
給
ふ
に
、
治
郎
頼
只
綱
を
き
り
て
お
と
し
け
る
。
ゆ
ひ
あ
か
る
べ
き

よ
ふ
な
か
り
け
り
。
こ
れ
は
ゑ
か
に
と
ぬ
給
ひ
て
、ふ
し
し
つ
み
て
ぞ
な
き
給
ふ
。

扨
、
あ
る
べ
き
に
あ
ら
」（
二
十
一
オ
）

ざ
れ
ば
、
池
の
は
た
な
る
御
堂
へ
ま
い
り
、
御
せ
へ
ぐ
わ
ん
あ
つ
て
お
ぼ
し
め
し

け
る
は
、
あ
ら
口
を
し
や
、
女
に
心
ゆ
る
す
な
と
は
、
今
こ
そ
お
も
へ
し
ら
れ
た

り
。
い
か
さ
ま
是
は
治
郎
殿
太
郎
殿
に
心
を
う
つ
し
、
そ
れ
か
し
お
し
づ
め
し
と

お
ほ
し
め
し
、
む
ね
ん
た
く
ひ
は
な
か
り
け
り
。
そ
れ
よ
り
あ
し
に
ま
か
せ
て
ゆ

く
ほ
ど
に
、
東
の
方
へ
行
」（
二
十
一
ウ
）

見
れ
ば
、
夏
の
こ
ろ
か
と
お
も
わ
し
く
、
田
の
草
と
り
て
ゑ
た
り
け
る
。
此
所
は

い
か
な
る
国
と
と
い
た
ま
へ
ば
、
こ
う
び
ん
国
と
ぞ
申
け
る
。
夫
よ
り
西
ひ
行
み

れ
ば
、
大
き
な
る
穴
ぞ
あ
り
。
こ
ゝ
を
く
ゞ
り
ゆ
き
見
み
れ
ば
、
田
植
る
国
も
あ

り
。
人
々
こ
の
よ
し
見
る
よ
り
も
、
ふ
し
ぎ
や
日
本
の
人
な
ら
ず
や
、
さ
ま
お
か

へ
て
き
た
る
べ
し
。
こ
の
人
の
あ
り
」（
二
十
二
オ
）

さ
ま
を
よ
く
見
る
に
、
た
ゞ
人
に
あ
ら
ず
と
て
、
と
く
〳
〵
か
へ
ら
せ
た
も
ふ
也
。

か
く
ぬ
如
、
又
弐
十
二
の
人
穴
を
く
ゞ
り
、
大
国
に
出
に
け
り
。
此
所
は
は
や
秋

の
こ
ろ
か
と
お
も
わ
し
く
、
き
の
こ
づ
い
も
紅
葉
し
て
、
鹿
の
こ
ひ
も
か
わ
り
行

よ
の
あ
り
さ
ま
を
わ
が
身
の
う
へ
と
思
わ
れ
て
、
こ
ゝ
ろ
細
さ
は
か
ぎ
り
な
し
。

世
の
中
の
生い

き

無
常
わ
」（
二
十
二
ウ
）

み
し
つ
ゝ
、
よ
う
〳
〵
あ
ゆ
ま
せ
行
程
に
、
こ
ゝ
に
大
き
な
る
庵
り
あ
り
。
八
十

あ
ま
り
の
翁
、
鹿
を
追
て
ぞ
ゑ
で
た
も
ふ
。
頼
方
を
見
て
ま
へ
ら
せ
、
何
国
の
人

ぞ
と
仰
け
る
。
三
郎
よ
り
方
仰
け
る
は
、
わ
れ
は
日
本
の
も
の
也
。
翁
此
よ
し
き

こ
し
め
し
、
扨
は
さ
よ
ふ
に
ま
し
ま
す
か
。
是
よ
り
先
は
国
も
な
し
。
鹿
狩
し
て

此
国
に
泊
り
て
あ
そ
」（
二
十
三
オ
）

び
た
ま
へ
と
、
宿し

ゆ
く
し
よ所

と
も
お
へ
よ
き
に
も
て
な
し
た
て
ま
つ
り
け
る
。

　
　

頼
方
満ゆ

う
ま
ん
く
に

遊
国
養
子
の
事

　
　

并
ニ

日
本
へ
出
さ
せ
た
も
ふ
事

さ
て
も
そ
の
後
、
頼
方
は
翁
女
房
に
近
付
、
此
人
お
よ
く
見
る
に
、
し
ん
り
き
深

く
仁
義
を
守
る
の
人
た
る
べ
し
。
い
ざ
や
わ
れ
ら
が
聟
に
せ
ん
と
、
女
房
よ
し
を

き
こ
し
」（
二
十
三
ウ
）
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紀
要　

第
二
十
五
号

め
し
、
わ
れ
も
さ
よ
ふ
に
存
る
也
と
仰
け
る
。
そ
れ
よ
り
も
夫
婦
の
三
人
も
ち
し

姫
君
を
頼
方
の
御
前
へ
出
し
、
さ
て
頼
方
に
仰
け
る
は
、
こ
の
三
人
の
姫
の
内
、

お
ん
身
き
に
入
た
る
お
つ
ま
と
さ
だ
め
、
此
国

ニ
御
泊
り
あ
そ
ば
せ
と
仰
け
る
。

先
姉
姫
は
八
千
歳
の
世
を
へ
た
り
。
其
次
は
五
千
歳
。
そ
の
妹
わ
弐
千
歳
。
か
よ

ふ
に
と
し
へ
て
候
得
ど
も
、」（
二
十
四
オ
）

十
七
八
と
見
へ
た
も
ふ
。
い
づ
れ
も
さ
ま
〳
〵
の
装
束
を
し
た
ま
へ
ば
、
常
の
人

に
事
か
わ
り
、
美
目
す
が
た
う
つ
く
し
く
み
へ
け
れ
ば
、
ゑ
づ
れ
を
わ
け
へ
た
つ

べ
き
に
あ
ら
ね
ど
も
、
妹
姫
お
こ
へ
た
も
ふ
。
二
千
歳
と
は
申
せ
共
、
十
七
八
と

み
へ
た
も
ふ
。
三
郎
頼
方
殿
も
三
十
三
に
ぞ
な
り
た
ま
へ
、
ひ
よ
く
れ
ん
の
御
か

た
ら
へ
、
あ
さ
か
ら
ず
と
き
こ
い
け
る
。」（
二
十
四
ウ
）

あ
る
姫
君
ぬ
た
も
ふ
に
、
を
ん
古こ

郷き
や
うを

出
た
ま
へ
、
此
国
に
い
か
ほ
と
御ご

逗と
う

留り
う

と

お
ぼ
し
め
す
や
。
も
は
や
十
二
年
六
月
也
。
い
た
わ
し
や
、
頼
方
は
あ
る
夜
古
郷

を
ゆ
め
に
見
て
、
お
ん
な
み
だ
に
ぞ
く
れ
た
も
ふ
。
北
の
方
は
見
ま
へ
ら
せ
、
ゑ

か
な
る
事
と
と
へ
た
ま
へ
ば
、
今
は
何
を
か
つ
ゝ
む
へ
き
。
今
宵
古
郷
の
春
日
姫

を
ゆ
め
にみて
候
と
あ
り
け
れ
ば
、
姫
君
は
き
こ
し
」（
二
十
五
オ
）

め
し
、
女
の
心
は
み
な
お
な
し
。
自
が
御
身
の
事
お
を
も
ふ
よ
ふ
に
、
人
も
又
さ

社こ
そ

と
思
へ
や
ら
れ
た
り
。
今
ま
で
は
包
申
せ
し
が
、
此
国
は
い
か
な
る
国
と
お
ぼ

し
め
す
。
遊
満
国
と
申
也
。
父
の
名
は
遊
満
長
者
。
自
は
遊
満
姫
。
父
の
は
か
ら

い
な
き
内
は
、
千
ぢ
ん
万
世
お
く
る
と
も
、
日
本
へ
か
い
る
事
ゆ
め
〳
〵
さ
ら
に

あ
る
へ
か
ら
ず
。
み
づ
か
ら
も
な
ご
り
」（
二
十
五
ウ
）

を
し
く
候
ら
へ
共
、
お
ん
身
古
郷
の
こ
ひ
た
も
ふ
こ
そ
こ
と
わ
り
な
り
。
さ
の
み

わ
と
め
申
ま
じ
と
ぬ
た
ま
へ
ば
、
頼
方
き
こ
し
め
し
、
や
る
か
た
も
な
き
心
哉
。

春
日
姫
を
思
ひ
ば
、
遊
満
姫
も
さ
り
か
た
し
と
な
げ
き
た
ま
へ
ば
、
遊
満
姫
い
つ

れ
を
も
ひ
は
ふ
か
け
れ
ど
、
と
う
り
を
お
も
ひ
ば
い
た
わ
し
や
。
さ
あ
ら
ば
父
へ

御
暇
乞
た
ま
ひ
。
頼
方
」（
二
十
六
オ
）

よ
ろ
こ
び
た
ま
へ
つ
ゝ
、
す
で
に
そ
の
夜
も
あ
け
け
れ
ば
、
頼
方
長
者
の
御
前
に

居
出
仰
け
る
は
、
こ
れ
ま
で
の
御
お
ん
し
、
わ
す
れ
申
に
あ
ら
ね
ど
も
、
お
ぼ
し

め
し
に
候
つ
ゞ
、
お
ん
暇
た
び
た
ま
へ
と
仰
け
る
。
翁
此
よ
し
を
き
こ
し
め
し
、

ひ
め
が
心
を
し
ら
ぬ
也
。
姫
に
い
と
ま
を
こ
ゑ
た
ま
へ
。
よ
り
か
た
よ
ろ
こ
び
た

ま
へ
つ
ゝ
、
姫
君
に
」（
二
十
六
ウ
）

か
く
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
姫
は
こ
の
よ
し
き
こ
し
め
し
、
な
ご
り
お
し
く
は
を
も

へ
と
も
、
か
へ
し
申
べ
し
と
妻
も
ろ
共
に
御
ぜ
ん
へ
出
。
そ
の
と
き
姫
君
仰
け
る

は
、
甲
賀
三
郎
頼
方
殿
、
古
郷
恋
し
く
か
へ
り
た
き
と
仰
ら
れ
、
お
ん
か
へ
り
あ

れ
と
ぬ
た
ま
へ
ば
、
と
も
か
く
も
は
ご
ぜ
は
か
ら
し
た
へ
と
仰
け
る
。
姫
君
仰
け

る
」（
二
十
七
オ
）

よ
ふ
は
、
御
い
た
わ
し
く
わ
思
へ
共
、
お
ん
か
い
し
申
べ
し
。
父
は
此
よ
し
き
こ

し
め
し
、
た
が
へ
の
心
か
ん
じ
つ
ゝ
、
あ
わ
れ
に
こ
そ
は
お
も
わ
れ
て
、
さ
あ
ら

ば
遊
満
国
の
き
ど
く
を
甲
賀
殿
に
み
せ
申
さ
ん
と
、
日
本

江
か
へ
り
お
ん
も
の
か

た
り
候
得
と
、
西に

し

の
方
竹
林
の
そ
の
中
へ
わ
け
い
り
て
み
た
ま
へ
ば
、
鉄て

つ

の
筑
地

に
銅

あ
か
ゞ
ねの

扉と
び
らを

建
、
結
構
な
る
」（
二
十
七
ウ
）

屋
形
あ
り
。
爰
を
あ
け
よ
と
ぬ
た
ま
へ
ば
、
う
ち
よ
り
さ
つ
と
ひ
ら
き
け
る
。
内

の
て
い
お
み
た
ま
へ
ば
、
三
十
四
五
の
女
房
た
ち
、
糸
を
と
り
て
居
た
り
け
る
。

夫
を
すギて
み
た
ま
へ
ば
、
銀
の
築
地
に
銅
の
扉
を
立
、
美

う
つ
く
しし

き
舘
あ
り
。
爰
を
明

よ
と
ぬ
ま
へ
ば
、
中
よ
り
さ
つ
と
お
し
ひ
ら
き
、
是
へ
い
り
て
み
た
ま
へ
ば
、
二

十
四
五
の
女
房
達
、
ば
ん
」（
二
十
八
オ
）

番
と
見
へ
て
居
た
り
け
る
。
そ
れ
を
す
ぎ
て
み
た
ま
へ
ば
、
中
と
の
よ
う
ら
く
さ

ま
〴
〵
に
金
の
築
地
に
銀
の
扉
お
建
に
け
り
。
是
へ
入
て
み
た
ま
ば
、
八

ツ
む
ね

造
り
に
結
構
し
、
檜
皮
ふ
き
の
御
所
あ
り
。
そ
れ
よ
り
四
方
を
見
渡
せ
ば
、
松
杉

名
木
お
ふ
く
あ
り
。
南
を
は
る
か
に
詠

ナ
ガ
ム
レば

、
海
ま
ん
〳
〵
と
き
わ
も
な
し
。
つ
た

い
き
く
補ふ

陀だ

落ら
く

」（
二
十
八
ウ
）

世
界
も
か
く
や
ら
ん
と
、そ
れ
よ
り
東
を
見
あ
ぐ
れ
ば
、山
高
く
し
て
麓
に
ば
色
々

の
社
あ
り
。
西
を
は
る
か
に
見
あ
ぐ
れ
ば
、
大
き
な
る
御
堂
あ
り
。
三
重
の
塔
も
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『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

あ
り
。
誠
に
目
出
度

キ
み
や
こ
な
り
。
御
所
へ
入
て
み
た
ま
へ
ば
、
赤
地
の
に
し

き
お
も
つ
て
天て

ん
じ
や
う井

を
は
り
、
金
の
に
し
き
を
以
て
は
し
ら
を
ま
き
、
む
ら
さ
き
べ

り
の
畳
お
し
き
、」（
二
十
九
オ
）

甲
賀
三
郎
殿
と
姫
君
を
此
う
へ
に
な
を
し
た
ま
い
、へ
し
蝶て

う

花く
わ

形が
た

に
つ
ゝ
ま
せ
て
、

十
八
九
の
女
房
達
に
も
た
せ
つ
ゝ
、
か
ず
〴
〵
の
さ
か
な
お
と
り
そ
ろ
へ
、
昼
夜

管く
わ
ん
げ
ん弦

お
し
て
あ
そ
び
た
ま
へ
け
り
。
夜
も
あ
け
け
れ
ば
、
翁

の
給
ふ
は
、
日
本
へ

か
い
り
た
も
ふ
に
あ
ま
た
の
な
ん
所
あ
り
と
か
た
り
き
か
せ
、
其
後
に
鹿か

千ぢ

頭つ

と

申
餅
を
一
千
百
い
出
し
、」（
二
十
九
ウ
）

頼
方
に
参
ら
せ
け
る
。
此
餅
を
一
日
に
一

ツ
宛
喰
た
ま
へ
。
も
し
二

ツ
と
喰
た
ま

は
ば
お
ま
つ
か
な
し
と
ぬ
た
ま
い
でて

、
三
宝
に
の
せ
て
出
さ
れ
け
り
。
頼
方
こ
れ

を
た
ま
わ
つ
て
、
三
度
お
し
い
た
ゞ
き
、
さ
て
こ
の
ほ
ど
の
お
ん
な
さ
け
、
い
つ

の
世
に
か
は
わ
す
る
へ
しき

と
泪
を
流
し
、
翁
に
い
と
ま
ね
ん
比
に
、
舘
に
か
へ
り

た
ま
へ
つ
ゝ
、旅
の
し
や
う
ぞ
く
な
さ
れ
け
る
。
さ
て
姫
君
に
ぬ
た
も
ふ
は
、」（
三

十
オ
）

こ
の
と
し
月
の
お
ん
な
さ
け
、
か
へ
す
が
へ
す
も
わ
す
れ
ま
じ
と
、
な
み
だ
お
流

し
ぬ
た
ま
へ
ば
、
姫
君
な
み
だ
を
お
し
と
ゞ
め
、
古
郷
の
事
お
を
ぼ
し
め
し
、
か

へ
ら
せ
た
も
ふ
な
さ
け
な
し
と
、
た
が
い
に
な
ご
り
を
お
し
み
た
ま
へ
。
し
ば
ら

く
い
で
も
や
ら
ず
し
て
、
そ
で
お
し
ぼ
ら
せ
玉
へ
け
り
。
さ
て
あ
る
べ
き
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
な
ご
り
の
た
も
と
」（
三
十
ウ
）

を
ふ
り
き
り
て
、
な
み
だ
と
共
に
出
た
も
ふ
。
姫
君
な
み
だ
の
ひ
ま
よ
り
も
、
く

ど
き
事
こ
そ
あ
わ
れ
な
り
。
か
く
あ
る
べ
き
と
し
る
な
ら
ば
、
な
に
し
に
ち
ぎ
り

申
べ
き
。
い
ま
の
わ
か
れ
わ
ゆ
め
な
れ
や
。
妹
背
の
中
の
ち
ぎ
り
お
ば
、
未
来
迄

も
た
が
い
じ
と
、
た
が
い
に
い
と
ま
ご
い
し
て
、
さ
あ
ら
ば
お
く
り
申
さ
ん
と
、

遊
満
国
を
た
ち
い
で
て
、
契ち

ぎ
り
が
は川

ま
で
御
供
を
申
」（
三
十
一
オ
）

つ
ゝ
、
な
ご
り
の
た
も
と
お
ふ
り
す
て
ゝ
、
一い

つ

首し

の
歌
を
ゑ
い
じ
た
も
ふ
。

其
歌
に
、

○
此
日
頃ご

ろ

な
れ
し
名
ご
り
の
わ
す
ら
れ
て

　
　

さ
き
だ
つ
も
の
は
泪な

み
だな

り
け
り

如
斯
姫
君
ゆ
へ
し
た
ま
へ
ば
、
頼
方
も
と
り
あ
へ
ず
一
首
の
歌
に
、

○
二
世
ま
で
と
ち
ぎ
り
し
こ
と
を
わ
す
れ
ず
ば

　
　

た
つ
ね
て
も
こ
よ
あ
き
つ
嶋
ま
で
」（
三
十
一
ウ
）

如
斯
、
た
が
へ
に
な
ご
り
の
う
た
を
よ
み
、
お
も
へ
の
た
も
と
を
ふ
り
わ
け
て
、

わ
か
れ
〳
〵
に
な
り
た
も
ふ
。
扨
、
其
後
に
甲
賀
三
郎
頼
方
は
、
翁
の
お
し
へ
た

も
ふ
な
ん
じ
よ
〳
〵
を
こ
い
た
ま
へ
ば
、
鹿
千
頭
の
餅
を
一
日
に
一

ツ
つ
ゞ
喰
ひ

た
ま
へ
ば
、
信
濃
国
浅
間
山

の
ふ
も
と
な
る
大
沼
の
池
に
ぞ
い
で
さ
せ
た
ま
へ
け

り
。」（
三
十
二
オ
）

　
　

諏
訪
御
本
地
前
篇
終
り
」（
三
十
二
ウ
）

諏
訪
御
本
地
後
篇

目
録

一    

甲
賀
三
郎
頼
方
古
郷
へ
帰
り
玉
ふ
事

　
　

并
ニ

諸
神
あ
ら
わ
れ
た
ま
へ
御
告
事

一    

甲
賀
三
郎
頼
方
春
日
の
社
へ
参
詣
事

　
　

并
ニ

春
日
姫
命
な
が
ら
へ
対
面
の
事

一    

鋒
抜
大
明
神
由
来
の
事
」（
三
十
三
オ
。
三
十
三
ウ
は
白
紙
）

諏
訪
御
本
地
後
篇

　
　

頼
方
古
郷
へ
帰
り
た
も
ふ
事

　
　

并
ニ

諸
神
あ
ら
わ
れ
た
ま
へ
御
告
の
事

さ
れ
ば
甲
賀
三
郎
頼
方
は
、
浅
間
山
よ
り
立
科
山
へ
あ
が
り
見
た
ま
へ
ば
、
あ
り

し
む
か
し
に
事
か
わ
り
、
遊
満
国
を
立
出
て
、
千
百
日
と
お
も
へ
ど
も
、
か
れ
こ

れ
つ
も
り
て
三
百
余
年
と
き
こ
へ
け
る
。
い
に
し
へ
の
有
し
」（
三
十
四
オ
）

古
木
も
朽く

ち

果は
て

て
、
な
の
み
ば
か
り
ぞ
の
こ
り
け
る
。
昔
の
事
を
お
も
へ
出
し
、
わ
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紀
要　

第
二
十
五
号

が
身
に
そ
へ
て
く
わ
ん
ず
る
に
、
い
と
ゞ
お
も
へ
ば
ま
さ
り
け
る
。
か
く
て
旅
の

装
速
を
穴
の
は
た
に
お
さ
め
を
き
、扨
春
日
姫
は
な
ん
と
か
な
ら
せ
た
も
ふ
ら
ん
。

も
し
も
此
よ
に
ま
し
ま
さ
ば
、
今
一
度
め
ぐ
り
あ
わ
せ
て
た
び
た
ま
い
と
、
日
本

の
あ
ら
ゆ
る
神
に
き
せ
へ
」（
三
十
四
ウ
）

し
て
、
そ
れ
よ
り
も
甲
賀
の
郡
へ
ゆ
き
た
も
ふ
。
古
郷
に
も
な
り
し
か
ば
、
あ
り

し
む
か
し
に
ひ
き
か
へ
て
、
草
ぼ
う
〴
〵
と
は
へ
し
げ
り
、
父
の
造
り
し
御
堂
、

柱は
し
ら
け
た桁

も
朽
は
て
ゝ
、
か
な
も
の
ば
か
り
ぞ
ぬ
こ
り
し
け
る
。
頼
方
此
よ
り
御
ら
ん

じ
て
、
く
ど
き
事
こ
そ
ど
う
り
也
。
か
く
あ
る
べ
き
と
し
る
な
ら
ば
、
な
に
し
に

日
本
へ
か
へ
る
べ
き
。
遊
」（
三
十
五
オ
）

満
国
に
な
が
ら
へ
て
、
と

ニ
も
か
く

ニ
も
な
る
べ
き
に
と
、
こ
う
く
わ
い
す
れ
ど

か
い
ぞ
な
き
。
こ
れ
に
付
て
も
春
日
姫
、
な
ん
と
か
な
ら
せ
た
も
ふ
ぞ
と
、
な
を

も
お
も
へ
わ
ま
さ
り
け
り
。
頼
方
御
堂
の
内
へ
入
り
た
ま
へ
、
御
き
や
う
ど
く
じ

ゆ
な
さ
れ
け
る
。
か
ゝ
る
所
へ
、
お
さ
な
き
者
共
あ
ま
た
き
た
り
。
三
郎
殿

ヲ
見

ま
へ
ら
せ
、
あ
ら
醜
や
。
爰
に
大
き
な
る
蛇
い
た
り
と
」（
三
十
五
ウ
）

云
侭
に
、
み
な
〳
〵
恐
れ
逃
に
け
り
。
頼
方
心
に
思
を
よ
ふ
、
扨
は
わ
が
す
が
た

蛇
な
り
つ
ら
ん
。
浅
ま
し
や
と
、仏
壇
の
下
へ
か
く
れ
入
た
も
ふ
。
か
ゝ
る
処
へ
、

何
国
よ
り
か
わ
御
僧
あ
ま
た
御
堂
の
う
ち
へ
あ
つ
ま
り
た
ま
へ
、
昼
夜
法
花
経
を

読ど
く

誦じ
ゆ

お
わ
し
ま
す
。
夜
も
あ
け
経
も
お
わ
り
け
れ
ば
、
上
座
の
老
僧
仰
け
る
は
、

あ
ま
り
つ
れ
〴
〵
」（
三
十
六
オ
）

な
る
ゆ
へ
に
、
ふ
る
き
も
の
が
た
り
な
り
共
し
た
ま
へ
と
あ
り
け
れ
ば
、
中
座
の

老
僧
仰
け
る
は
、
む
か
し
此
所
の
地
頭
な
ば
甲
賀
権
頭
と
申
て
、
御
子
三
人
も
ち

た
も
ふ
。
兄
を
ば
甲
賀
太
郎
頼
平
、
二
男
頼
只
、
三
男
三
郎
頼
方
迚
、
兄
弟
三
人

に
そ
う
ら
へ
し
が
、
お
や
権
正
、
所
領
を
分
て
と
ら
せ
つ
ゝ
、
太
郎
次
郎
に
家
を

ゆ
づ
ら
ず
、
三
郎
に
」（
三
十
六
ウ
）

惣
り
や
う
し
よ
く
を
た
ま
わ
り
け
り
。
治
郎
頼
只
、日
比
む
ね
ん
に
お
も
へ
つ
ゝ
、

を
り
ふ
し
三
郎
殿
、
北
の
方
を
ま
わ
う
に
と
ら
れ
、
日
本
山
々
嶽
々
た
つ
ね
た
ま

へ
ど
ゆ
き
か
た
な
し
。
そ
の
後
、
信
濃
国
立
科
の
嶽
に
て
大
き
な
る
人
穴
あ
る
。

頼
方
此
穴
へ
籠
に
乗
て
下
り
、
げ
か
へ
の
地
に
い
り
て
ほ
う
〳
〵
と
た
づ
」（
三

十
七
オ
）

ね
め
ぐ
り
、
み
だ
ゐ〻
へ
ど
こ
ろ
を
み
つ
け
つ
ゝ
、
な
ん
な
く
あ
が
ら
せ
た
ま
へ
し

に
、
あ
ま
り
い
そ
ぎ
た
も
ふ
と
て
、
み
だ
ひ
ど
こ
ろ
の
ど
く
じ
ゆ
の
法
花
経
を
わ

す
れ
、
其
外
宝
物

ヲ
わ
す
れ
た
も
ふ
故
、
又
頼
方
と
り
に
ゆ
か
せ
た
ま
へ
ば
、
あ

と
ニ

て
治
郎
、
ひ
ご
ろ
の
所し

よ

為い

お
は
ら
さ
ん
と
、
綱
を
切
て
お
と
し
た
ま
へ
ば
、

あ
が
る
べ
き
よ
ふ
な
ら
ず
し
て
、
此
地
の
」（
三
十
七
ウ
）

し
た
を
あ
な
た
こ
な
た
と
め
ぐ
り
た
も
ふ
。
此
年
月
、
遊
満
国
へ
わ
た
ら
せ
た
も

ふ
と
き
ゝ
つ
る
に
、
き
の
ふ
此
所
へ
き
た
り
た
も
ふ
と
申
せ
し
が
、
み
い
た
ま
わ

の
は
ふ
し
ぎ
也
と
か
た
り
た
ま
へ
ば
、
又
壱
人
仰
け
る
は
、
き
の
ふ
昼
の
こ
ろ
、

大
き
な
る
蛇
、
御
堂
の
内

江
き
た
り
し
と
人
が
申
せ
し
が
、
も
し
こ
れ
に
て
や
あ

る
や
ら
ん
と
ぬ
た
ま
へ
ば
、」（
三
十
八
オ
）

又
参
座
の
老
僧
ぬ
た
も
ふ
は
、
甲
賀
殿
は
久
し
く
下
海
に
す
み
た
も
ふ
故
、
其
す

が
た
に
も
な
り
た
も
ふ
べ
し
。
そ
れ
共
何
と
し
て
か
は
し
や
う
ぞ
く
を
ぬ
き
た
も

ふ
べ
き
と
ぬ
た
ま
へ
ば
、
上
座
の
老
僧
ぬ
た
も
ふ
は
、
せ
き
し
や
う
の
は
へ
た
る

池
の
水
に
ひ
た
り
、
朝
日

ヲ
お
が
み
も
ふ
せ
ば
、
じ
や
ど
ふ
の
す
が
た
ぬ
け
る
や

と
か
た
り
た
ま
へ
ば
、
頼
方
は
ゑ
ん
の
下

ニ
て
聞
玉
へ
、」（
三
十
八
ウ
）

大
に
よ
ろ
こ
び
、
夜
も
明
け
れ
ば
、
大
門
に
く
だ
り
見
た
ま
へ
ば
、
あ
ん
の
ご
と

く
せ
き
し
や
う
の
は
へ
た
る
池
あ
り
。則
水
に
ひ
た
り
朝
日
を
お
が
み
た
ま
へ
ば
、

蛇
道
の
す
が
た
さ
つ
と
の
け
、
も
と
の
す
が
た
と
な
り
に
け
る
。
頼
方
よ
ろ
こ
び

か
ぎ
り
な
し
。
又
御
堂
へ
参
り
宛
、
お
ん
そ
ふ
た
ち
御
ら
ん
じ
て
、
こ
れ
ぞ
甲
賀

殿
よ
と
み
な
〳
〵
よ
ろ
こ
び
」（
三
十
九
オ
）

た
ま
へ
け
り
。
そ
の
後
、
老
僧
こ
れ
に
小
袖
候
と
、
なは

や
か
な
る
を
ま
へ
ら
す
る
。

さ
き
の
老
僧
こ
れ
に
も
小
袖
候
と
、
梶
の
は
の
し
た
た
れ
を
参
ら
す
る
。
右
の
御

僧
こ
れ
に
も
御
座
候
と
、
弓
と
矢
お
と
り
そ
へ
て
、
頼
方
へ
ま
へ
ら
す
る
。
は
や
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図
書
館
蔵
『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

昼
程
に
な
り
け
れ
ば
、
も
の
が
た
り
せ
し
お
ん
そ
う
た
ち
、
い
つ
と
も
な
く
う
せ

た
も
ふ
。
三
人
斗
り
ぞ
残
り
た
も
ふ
。
頼
方
」（
三
十
九
ウ
）

泪
を
う
か
め
な
き
け
れ
ば
、
抑
只
今
ま
で
を
わ
し
ま
す
お
ん
そ
ふ
た
ち
、
附
人
に

て
わわ

た
ら
せ
た
も
ふ
ぞ
や
。
老
僧
し
た
い
て
ぬ
た
ま
わ
く
、
事
も
お
ろ
か
な
り
。

上
座
の
老
僧
は
伊
勢
大
神
宮
こ
れ
也
。
左
り
座
の
一
ば
ん
は
熊
野
大
権
現
。
二
番

は
加
茂
の
大
明
神
。
斯
言
し
そ
れ
が
し
は
近
江
国
大
原
の
明
神
也
。
さ
れ
ば
水
海

は
桑
原
と
な
り
、」（
四
十
オ
）

千
年
へ
て
水
海
と
な
る
事
を
三
度
ま
で
見
た
る
わ
れ
な
り
。
お
ん
身
ぶ
つ
神
に
ふ

か
く
い
の
り
た
も
ふ
こ
ゝ
ろ
ざ
し
、
せ
め
て
か
み
〴
〵
遊
満
国
迄
つ
き
そ
へ
て
守

護
せ
し
め
た
ま
へ
、
穴
の
そ
こ
な
る
国
〴
〵
を
お
も
へ
の
ま
ゝ
に
み
め
ぐ
り
、
ふ

た
ゝ
び
日
本
へ
帰
事
、
只
神
力
の
ゆ
ひ
ぞ
か
し
。
遊
満
国
に
て
こ
う
び
ん
の
翁
と

現
じ
た
ま
へ
し
は
、」（
四
十
ウ
）

本
地
だ
ゑ
ぞ
う
か
い
の
大
日
也
。
い
か
に
頼
方
は
や
と
く
〳
〵
春
日
の
社
へ
ま
へ

る
べ
し
。
春
日
姫
命
な
が
ら
い
候
也
と
ぬ
た
ま
へ
ば
、
か
き
け
す
ご
と
く
う
せ
た

も
ふ
。
頼
方
う
れ
し
さ
か
ぎ
り
な
く
、
あ
り
が
た
し
と
お
ん
あ
と
三
度
ふ
し
お
が

み
け
り
。

　
　

頼
方
春
日
の
社
へ
参
詣
の
事

　
　

并
ニ

春
日
姫
命
な
が
ら
へ
対
面
の
事
」（
四
十
一
オ
）

か
く
て
甲
賀
三
郎
頼
方
は
、
神
の
お
ん
告
に
ま
か
せ
、
い
そ
ぎ
春
日

の
社
へ
参
り

た
も
ふ
。
か
く
と
は
し
ら
で
、
春
日
姫
泪
と
共
に
法
花
経
を
と
く
じ
ゆ
お
わ
し
ま

す
。
し
か
る
所
へ
、
頼
方
は
只
今
こ
れ
ま
で
ま
い
り
た
り
と
ぬ
た
ま
へ
ば
、
姫
君

此
よ
し
御
ら
ん
じ
て
、
こ
れ
は
ゆ
め
か
や
し
ら
ね
ど
も
、
こ
れ
は
〳
〵
と
ば
か
り

に
て
、
う
れ
し
な
み
だ
の
ひ
ま
」（
四
十
一
ウ
）

よ
り
も
、
治
郎
ど
の
に
に
く
ま
れ
て
、
う
し
な
わ
る
べ
き
お
り
か
ら
に
、
吉
田
兵

衛
に
た
す
け
ら
れ
、
此
社
へ
参
り
つ
ゝ
、
明
神
の
お
ん
恵い

に
や
、
不
老
不
死
の
お

ん
く
す
り
を
あ
た
へ
た
も
ふ
ゆ
へ
に
こ
そ
、
こ
れ
迄
命
な
か
ら
い
て
、
二
度
め
ぐ

り
お
ふ
事
は
、
枯
木

ニ
花
の
さ
く
ご
と
く
、
た
か
へ
に
う
れ
し
さ
か
き
り
な
く
、

御
身
に
わ
か
れ
ま
い
ら
せ
」（
四
十
二
オ
）

て
よ
り
こ
れ
迄
三
百
余
年
、
つ
も
る
つ
ら
さ
は
山
々
と
か
た
り
た
ま
へ
ば
、
頼
方

も
穴
の
そ
こ
な
る
あ
り
さ
ま
を
か
た
り
、
遊
満
国
ま
で
ゆ
き
し
事
、
そ
れ
ゟ
日
本

江
か
へ
る
と
き
千
百
日
の
う
さ
つ
ら
さ
、
か
た
ら
ば
せ
ん
夜
も
尽
ま
じ
き
。
又
日

本
へ
出
、
立
科
の
山
へ
の
ぼ
り
見
れ
ば
、
い
に
し
へ
の
景け

い

も
替
り
、
い
と
ゞ
さ
び

し
く
、
夫
ゟ
古
郷
へ
か
へ
り
」（
四
十
二
ウ
）

蛇
道
の
す
が
た
の
あ
り
さ
ま
は
、
か
ゝ
る
事
も
や
あ
り
や
せ
ん
と
、
た
が
い
に
な

み
だ
わ
か
ぎ
り
な
し
。
そ
の
後
頼
方
ぬ
た
も
ふ
よ
ふ
、
か
ゝ
る
う
き
国
に
す
み
、

又
う
ら
め
し
き
事
や
あ
る
や
ら
ん
と
、
春
日
明
神
よ
り
神
道
へ
た
ま
へ
、
飛
行
車

お
た
ま
わ
り
、
ふ
た
り
と
も
唐
天
竺
に
越
た
ま
へ
。
さ
て
そ
れ
よ
り
も
、
大
神
宮

よ
り
神
力
を
う
け
た
ま
へ
、
頼
方
に
は
」（
四
十
三
オ
）

日
本
へ
か
い
り
、
神
の
法の

り

を
う
け
、
い
よ
〳
〵
し
ゆ
し
や
う
を
し
ゆ
ご
し
た
ま
へ

と
あ
れ
ば
、
お
ん
う
け
を
申
つ
ゝ
、
日
本
へ
飛
か
い
り
、
大
神
宮
よ
り
神
の
法
を

た
ま
わ
り
、
諏
訪
大
明
神
と
が
う
し
宛
、
信
濃
国
と
氏
を
あ
ら
わ
れ
た
も
ふ
ぞ
あ

り
が
た
し
。
夫
婦
共
に
岡
屋
の
里
にに

宮
居
を
立
、
す
な
わ
ち
名
の
り
を
頼
方
と
申

に
よ
り
、
又
取
方
と
改
名
し
、
諏
訪
大
明
神
」（
四
十
三
ウ
）

と
申
也
。
是
ゟ
岡
屋
の
里
を
諏
訪
の
郡
と
申
す
と
や
。
扨
又
父
権
正
は
近
江
国

白し
ら
ひ
げ髪

大
明
神
と
現
じ
た
も
ふ
。
お
ん
母
は
下
野
国
日
光
大
権
現
と
あ
ら
わ
れ
た
も

ふ
ぞ
あ
り
が
た
き
。
扨
甲
賀
の
太
郎
次
郎
も
、
春
日
明
神
よ
り
神
の
位
を
た
ま
わ

り
、
日
向
大
明
神
、
常
陸
田
中
の
大
明
神
と
現
じ
た
も
ふ
ぞ
あ
り
が
た
し
。
扨
、

上
の
」（
四
十
四
オ
）

宮
下
の
宮
と
申
は
、
頼
方
を
上
の
み
や
、
本
地
不ふ

賢げ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

也
。
下
宮
を
ば
春
日
姫

な
り
。
本
地
千
手
観
音
也
。
さ
て
頼
方
は
ひ
さ
〴
〵
下
海
に
る
ろ
ふ
し
て
、
二
親

の
と
む
ら
い
無
沙
汰
ゆ
へ
、
不
孝
の
つ
み
を
く
わ
ん
し
つ
ゝ
、
わ
が
社
へ
ま
へ
る

へ
き
と
も
が
ら
は
、
親
に
孝
行
な
ら
す
べ
し
。
孝
行
成
者
は
、
わ
が
や
し
ろ
へ
ま
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紀
要　

第
二
十
五
号

へ
ら
ず
と
も
守
る
べ
き
」（
四
十
四
ウ
）

と
の
御
せ
へ
ぐ
わ
ん
な
り
。
さ
て
ま
た
お
や
の
ぼ
だ
い
を
と
む
ら
へ
と
の
を
し
ゑ

な
り
。
又
遊
満
国
よ
り
日
本
へ
出
さ
せ
た
も
ふ
そ
の
と
き
に
、
生
や
よ
り
女
壱
人

立
出
し
と
て
を
し
き
、
つ
か
れ
お
な
を
し
た
る
に
よ
つ
て
、
生
や
は
す
こ
し
も
い

み
た
ま
わ
ず
、
か
の
女
の
を
ん
お
ほ
う
ぜ
ん
た
め
な
り
。
さ
て
ま
た
遊
満
国
の
姫

君
も
」（
四
十
五
オ
）

頼
方
に
名
ご
り
を
お
し
み
、
あ
と
を
し
と
ふ
て
日
本
へ
き
た
り
た
ま
へ
て
、
信
州

浅
間
山
浅
間
大
明
神
と
あ
ら
わ
れ
、一
さ
い
し
ゆ
う
し
や
う
を
ま
も
ら
せ
た
も
ふ
。

さ
る
程
に
、
諏
訪
と
浅
間
と
お
と
ち
か
く
あ
り
け
れ
ば
、
上
の
諏
訪
を
も
し
と
う

り
た
ま
わ
ん
と
、
下
の
諏
訪
ね
た
み
た
ま
ひ
、
浅
間
の
」（
四
十
五
ウ
）

方
を
見
る
も
い
や
と
て
、
う
し
ろ
む
き
に
た
ち
た
も
ふ
と
な
り
。

　
　

鋒は
つ

抜む

大
明
神
由
来
の
事

扨
も
、
そ
の
こ
ろ
、
こ
ゝ
に
ま
た
と
ふ
天
竺
の
か
た
わ
ら
に
、
く
る
い
国
の
ち
ゝ

く
る
長
者
と
い
ふ
者
あ
り
。
姫
壱
人
も
ち
け
る
が
、
み
め
か
た
ち
う
つ
く
し
く
、

唐
天
竺
に
な
ら
び
な
し
。
御
名
」（
四
十
六
オ
）

を
そ
う
よ
う
姫
と
申
け
る
。
そ
の
国
の
大
王
、そ
こ
王
と
申
け
る
。
か
の
姫
を
き
ゝ

および
、
き
さ
き
に
せ
ん
と
こ
い
た
も
ふ
。
長
じじ

や
や
う
こ
の
よ
し
き
く
よ
り
も
、
か

の
ふ
ま
じ
と
ぬ
た
も
ふ
て
、
お
ん
へ
ん
じ
申
さ
れ
す
。
又
お
ん
た
よ
り
か
さ
な
れ

ば
、
さ
ら
に
し
や
う
い
ん
な
か
り
け
り
。
大
王
大
に
い
か
り
を
な
し
、
そ
の
」（
四

十
六
ウ
）

せ
い
一
千
余
騎
に
し
て
、
長
者
が
屋
形
を
追
取
ま
き
、
む
て
い
に
姫
を
と
ら
ん
と

す
。
姫
此
よ
し
を
み
る
よ
り
も
、
重
代
の
鋒
を
も
ち
よ
せ
、
き
た
る
て
き
を
追
ち

ら
し
、
甲
賀
川
の
水
上
に
、
鋒
さ
か
さ
ま
に
お
し
た
て
ゝ
、
そ
の
う
へ
に
居
た
も

ふ
。
そ
こ
王
こ
の
よ
し
き
こ
し
め
し
、
そ
の
と
こ
ろ
も
我
知
行
」（
四
十
七
オ
）

な
り
。
さ
あ
ら
ば
わ
れ
に
し
た
が
へ
と
ぬ
た
ま
へ
ば
、か
な
わ
じ
と
お
ぼ
し
め
し
、

こ
ゝ
を
も
さ
ら
ば
立
ん
と
て
、
鋒
ぬ
き
こ
し
に
さ
し
は
さ
み
、
天て

ん

車し
や

に
う
ち
ぬ
り
、

り
う
さ
そ
う
れ
へ
ひ
ら
川
を
と
び
こ
へ
て
、
百
済
国
へ
き
た
り
つ
ゝ
、
そ
れ
よ
り

も
天
の
車
お
さ
し
置
て
、
は
や
ふ
ね
に
う
ち
ぬ
り
て
」（
四
十
七
ウ
）

日
本
筑ち

く

場ば

の
今
津
へ
つ
き
た
も
ふ
。
仏
法
は
と
う
せ
ん
と
お
ぼ
し
め
し
、
そ
れ
よ

り
信
濃
と
上
野
の
境
な
る
荒
船
山
に
水
を
た
ゝ
ゑ
、
は
や
ふ
ね
を
う
つ
ふ
せ
て
水

に
う
か
め
、こ
の
世
界
に
火
の
雨
ふ
ら
ば
此
水
に
て
し
め
す
べ
し
と
誓
言
あ
つ
て
、

船
の
上
に
や
し
ろ
を
建
、斯
て
そ
こ
に
住
た
も
ふ
。
か
る
が
ゆ
へ
に
」（
四
十
八
オ
）

荒
船
大
明
神
と
申
也
。
甲
賀
川
よ
り
鋒
を
抜
て
も
ち
た
も
ふ
に
よ
つ
て
、
は
つ
む

大
明
神
と
申
也
。
さ
れ
ば
、
ほ
こ
ぬ
き
大
明
神
と
書
て
、
は
つ
む
大
明
神
と
申
と

か
や
。
上
野
の
国
小
幡
一
宮
大
明
神
こ
れ
よ
り
か
た
は
日
光
山
の
社
に
御
母
御
ざ

候
ゆ
へ
、常
に
か
よ
へ
た
も
ふ
道
な
り
。
荒
船
大
明
神
立
よ
ら
せ
、た
び
〳
〵
」（
四

十
八
ウ
）

や
と
を
か
り
た
ま
へ
、
後
に
は
ふ
う
ふ
と
な
ら
せ
た
も
ふ
。
か
く
の
ご
と
く
神
と

あ
ら
わ
れ
、
一
さ
い
衆
生
を
守
護
せ
し
め
た
も
ふ
と
こ
ろ
に
、
こ
と
に
頼
方
ゐ

（
菩
薩
カ
）に

ま
し
ま
せ
ば
、
山
野
の
獣
物
を
こ
ろ
し
御
前
へ
か
け
ら
る
ゝ
不
孝
あ
れ
ば
、
大
明

神
社
壇
の
扉
お
し
ひ
ら
き
、
梶
の
葉
の
し
た
れ
を
め
し
、
御
手
に
」（
四
十
九
オ
）

け
ん
さ
く
と
い
ふ
つ
る
き
を
も
ち
、
御
し
ん
た
く
に
い
わ
く
、
わ
れ
む
か
し
遊
満

こ
く
に
て
鹿
狩
せ
し
も
、
み
な
ぜ
ひ
の
殺
生
也
。
故

か
る
が
ゆ
へに

神
と
顕あ

ら
われ

、

　
　
　

其
語
に
曰

ク
、

　

業こ
う

尽じ

有ゆ
う
し
や
う生　

雖い
う

放ほ
う

不ふ

生し
や
う

　

故こ
し
よ
く
じ
ん
し
ん

食
人
身　

同ど
う
し
や
う
ぶ
つ
く
わ

証
仏
果

右
文
書
の
心
は
、
そ
う
じ
て
殺
生
好
み
」（
四
十
九
ウ
）

た
ら
ん
も
の
は
此
文
を
唱
ふ
べ
し
。
是
を
諏
訪
の
四
句
の
文
と
い
ふ
な
り
。
わ
ざ

の
つ
き
た
る
ゆ
う
し
や
う
は
、
は
な
つ
と
い
へ
ど
も
さ
だ
ま
ら
ず
。
か
る
が
ゆ
へ

に
じ
ん
し
ん
を
し
よ
く
し
て
、
お
な
じ
く
ふ
つ
く
わ
お
し
や
う
ぜ
よ
と
御
神
宅
ま

し
〳
〵
て
、
神
は
あ
か
ら
せ
た
ま
へ
け
る
。
か
る
が
ゆ
へ
に
、
七
月
廿
七
日
御み

所さ

山や
ま

」（
五
十
オ
）
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館
蔵
『
諏
訪
御
本
地
』
解
説
と
翻
刻

ま
つ
り
と
て
お
ん
か
り
あ
り
。
ま
へ
ね
ん
と
う
日
、
鹿
二

ツ
宛
殺
す
ゝ
と
い
へ
り
。

殺
生
す
る
に
三

ツ
の
こ
ゝ
ろ
あ
り
。
鳥
る
へ
畜ち

く

る
へ
に
よ
ら
ず
、
矢
に
当
り
あ
た

ら
ず
ぬ
が
る
ゝ
事
あ
り
。
こ
れ
を
い
ま
だ
業ご

う

の
き
た
ら
ず
し
て
目
出
度
物
と
思
ふ

べ
し
。
又
矢
に
当
り
手
負お

へ

で
行
も
有
。
こ
れ
は
罪つ

み

あ
る
有ゆ

う
し
や
う生

、因い
ん

果ぐ
わ

の
」（
五
十
ウ
）

業わ
ざ

を
感か

ん

じ
つ
ゝ
、
ふ
び
ん
な
り
と
観く

わ
んず

べ
し
。
又
忽

た
ち
ま
ち死

し
た
る
は
、
い
そ
ぎ
此
文

を
唱と

な
へべ

し
。
こ
れ
を
三
神
仏
生
と
い
ふ
な
り
。
又
七
年
に
一
度
宛
、
御
柱
迚
お
ふ

ま
つ
り
あ
り
。
是
へ
参
る
と
も
が
ら
は
、
子
孫
繁
昌
、
現
世
安
穏
、
後
生
前
生
な

ん
の
疑

う
だ
が
いの

あ
ら
ん
や
。
此
書
を
一
日
に
一
度
宛
読よ

む

」（
五
十
一
オ
）

も
の
き
く
も
の
、諏
訪
へ
日
参
り
の
心
也
。
か
な
ら
ず
〳
〵
う
た
こ
ふ
事
な
が
れ
。

　
　
　

諏
訪
御
本
地
後
篇
終
り

天
保
十
一
年

　
　
　
　
　
　

窪
林
村

　
子

正
月
吉
日　

　
　

山
越
氏
（
花
押
）」（
五
十
一
ウ
）

年
々
の
月
待
日
待
の

　

た
の
し
み
に

　
　

悪
筆
な
れ
ど

　
　
　

う
つ
し
置

　
　
　
　

か
な
」（
裏
表
紙
見
返
し
） 

 （
以
上
、
翻
刻
）

と
く
だ
か
ず
お
（
本
学
名
誉
教
授
）

ま
え
だ
り
ょ
う
た
ろ
う
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
PD
）
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